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予
算
か
ら
決
算
、
そ
し
て
次
の
予
算
へ

議
会
が
見
つ
め
る
大
切
な
サ
イ
ク
ル
。

９
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
27
年
度
決
算
」
議
案
を
認
定
す
べ
き
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
た
め
、
所
管
の
委
員
会
に
て
決
算
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
切
な
財
源
は
有
効
に
使
わ
れ
た
の
？

「
予
算
」
を
決
め
る
こ
と
、「
決
算
」

を
認
定
す
る
こ
と
は
、
市
議
会
の
大

事
な
仕
事
で
す
。

市
の
予
算
は
使
い
終
わ
っ
た
ら
ゴ
ー
ル
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

予
算
が
、「
議
会
の
議
決
や
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
適
正
に

使
わ
れ
た
の
か
？
」「
効
率
的
に
使
わ
れ
た
の
か
？
」
を
議

会
で
審
査
し
、
そ
の
過
程
で
浮
か
び
上
が
っ
た
課
題
や
改
善

点
が
あ
れ
ば
、
市
が
「
次
の
予
算
計
画
に
生
か
す
」
と
い
う

よ
う
に
循
環
し
て
い
く
も
の
で
す
。

市長（市の執行機関）

市 議 会

新
年
度
（
27
年
度
）
の

事
業
を
計
画
し
、

予
算
案
を
つ
く
り
ま
す

Ｈ26.10月～
Ｈ27.2月

市
議
会
に

「
27
年
度
予
算
」
議
案
を

提
出
し
ま
す

Ｈ27.３月定例会

認
定
さ
れ
た

予
算
に
基
づ
き

事
業
を
進
め
ま
す

H27.4月～H28.3月
（27年度中）

所
管
の
委
員
会
で
予
算
案
を

審
査
し
た
後
、
市
議
会
で
審

議
し
、
予
算
を
認
定
し
ま
す

Check!

決　　 算

市
民
の

皆
さ
ん
に

代
わ
っ
て

チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
！

ス
タ
ー
ト
は

２
年
前
に

つ
く
っ
た

予
算
書
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※
監
査
委
員
の
審
査
意
見

を
付
け
て
市
議
会
に
「
27

年
度
決
算
」
議
案
を
提
出

し
ま
す

Ｈ28.９月定例会

議案　認定第１号
　平成27年度 潮来市歳入歳出決算認定について

議案　認定第２号　
　平成27年度 潮来市水道事業会計決算認定について

議案　認定第３号
　平成27年度 潮来市工業用水道事業会計決算認定について

27年度決算を認定しました
　市長から認定を求められた決算は、潮来市歳入歳出決算
（一般会計・特別会計決算）と２つの企業会計決算の計３議
案。所管の委員会では、議案の審査を行い、委員長が審査結
果を本会議で報告しました。その後、本会議では採決が行わ
れ、全員賛成によりすべての議案を認定しました。

総務建設委員会・教育福祉経済委員会
決算審査

Check!

予
算
を
使
っ
た

あ
と
に

決
算
を
報
告

一般会計

特別会計

（表示はすべて1万円未満四捨五入）

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額
253億2,592万円 226億2,747万円 26億9,845万円

国民健康保険
特別会計

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額
47億350万円 46億951万円 9,399万円

介護保険
特別会計

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額
20億3,097万円 19億3,105万円 9,992万円

下水道事業
特別会計

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額
15億4,374万円 15億2,241万円 2,133万円

農業集落排水
事業特別会計

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額
6,435万円 6,335万円 100万円

後期高齢者医療
特別会計

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額
2億3,701万円 2億3,382万円 319万円

※１ 翌年度へ繰り越すべき財源は、一般会計６億５千929万円、
下水道事業特別会計911万円です。歳入歳出差引額から、翌年度
へ繰り越すべき財源を引いた実質収支額は、一般会計20億３千
916万円ですが、この金額には、災害復旧・復興事業費の精算金
10億円程度が含まれています。下水道会計の実質収支額は、1,222
万円です。他会計に繰り越しはありません。
解説　※１翌年度へ繰り越す事業に充てるべき財源

収益 収入　  1,632万円 支出    1,438万円 差引額      　194万円
資本 　　　　　　　― 支出      106万円 差引額　　　▲106万円

工業用水道事業会計

企業会計

収益 収入 7億3,164万円 支出 6億5,582万円 差引額 　 　7,582万円
資本 収入    1,337万円 支出 1億9,317万円 差引額 ▲1億7,980万円

水道事業会計
「
予
算
は
適
正
に
使
わ
れ
た

か
？
」「
期
待
し
た
成
果
が
出

た
か
？
」
な
ど

所
管
の
委
員
会
で
審
査
し
た

後
、
市
議
会
で
審
議
し
ま
す

市
議
会
で
決
算
を
審
議
し
認

定
す
る
か
を
決
め
ま
す

所
管
の
委
員
会
で
決
算
を
審
査

総
務
建
設
委
員
会　

教
育
福
祉
経
済
委
員
会

※
Ｐ
５
に
掲
載
し
て
い
ま
す

※ 資本的収支の不足額は、消費税収支調整額及び損益
勘定留保資金で補います。　

※収益…水道水給水に係るもの
　資本…水道施設に係るもの
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条　例

財政指標

平成28年第３回定例会

平成２７年度決算平成２７年度決算
　ほか、報告２件、補正予算
６件、条例改正４件の議案が
提出され、すべて原案のとお
り可決しました。また、議会
への請願１件を採択、人事案
件１件に同意しました。

◆会期　９月６日～９月23日
平成27年度は、東日本大震災からの復旧復興工事完了を目指

し、優先的に事業が進められました。また、国が進める地方
創生事業への取り組みが始まり、一般会計と特別会計を合わせた
決算総額は309億円を越え、平成24年度に続いて過去２番目の決算
額となりました。

　限られた財源の効率的な配分と、適正な執行がなされるよう議
会としても注視し、その成果を常に検証しながら市の更なる発展
のために努めてまいります。

ピックアップ

ピックアップ

報告第９号・10号

主な補正予算

　平成19年に自治体の財政破たんを未然に防ぐことを目的に「自治体財政健全化法」が成立し、財政健全化を
判断する４つの指標の公表が義務付けられました。各指標には、国の定める基準があり、基準値を超える団体
は財政健全化計画などを作成し、その計画に沿った運営を行うことになります。

　市長より報告のあった平成27年度決算に基づく本市の健全化比率及び資金不足率は、すべて早期健全化
基準を下回り、赤字は生じていません。

実質赤字比率
普通会計の赤字を
表す指標

連結実質赤字比率
すべての会計を合
算した市全体の赤
字の程度を表す指
標

実質公債費比率
全会計の借入償還
額が財政に及ぼす
負担を表す指標

将来負担比率
借入金残高や将来
支払の可能性のあ
る負担などを現時
点で表す指標

公営企業会計に係
る資金不足比率
（資金不足の額が
事業規模に占める
割合）

潮来市 ０％ ０％ ５．４％ ４１．６％ ０％

国
早期健全化基準（黄色信号） １３．９２％ １８．９２％ ２５．０％ ３５０．０％ ２０．００％
財政再生基準（赤信号） ２０．０％ ３０．０％ ３５．０％ － －

平成27年度
　一般会計等健全化判断比率

▼潮来市公文書開示に関する条例の一部改正
　公文書の開示請求権を市民及び利害関係者に限定せず、何人も可能とするもの。
▼ 潮来市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正
　個人番号の利用及び特定個人情報の提供を行う事務を追加するもの。
▼潮来市医療福祉費支給に関する条例の一部改正
　茨城県小児・妊産婦医療福祉制度における所得制限緩和に伴い、関係法令が改正され
たことによるもので、妊産婦と小児の医療費助成事業の所得制限額を変更するもの。

可決された主な補正予算・条例改正等

歳入 ふるさと応援基金積立金
 （ふるさと納税分） 15,960千円 歳出 東京オリンピックホストタウン

 業務委託 1,150千円

 地産地消販売促進強化事業補助金 13,934千円
 ホームページ更新業務委託 2,000千円
 ふるさとづくり寄付金業務代行
 委託料 17,124千円

報　告

４つの指標４つの指標

全員賛成で可決
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請　願

請願の採択を受けて、国に対して意見書を提出

意　見　書（要旨）
　日本は、ＯＥＣＤ諸国に比べ、１学級当たりの児童生徒数や教員１人当たりの児童生徒数が多くなっ
ている。
　自治体が見通しを持って安定的に教職員を配置するためには、国段階での国庫負担に裏付けされた定
数改善計画の策定が必要である。また、東日本大震災等の災害からの教育復興のためには、政府として
の人的・物的な援助や財政的な支援が必要であり、継続的な予算措置をしていくべきである。
　したがって、教育予算を国全体として、しっかりと確保・充実させるため、次の事項を実現されるよ
う、強く要望する。
１　子どもたちの教育環境改善のために、計画的な教職員定数改善を推進すること。
２　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度を堅持すること。
３　震災からの教育復興のための予算措置を継続して行うこと。
　平成28年９月23日

茨城県潮来市議会　

意見書 国に意見書を提出　
教育予算の拡充求める
意見書の提出先
　内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣
　文部科学大臣、内閣官房長官

請　願　名 教育予算の拡充を求める請願

請願提出者 茨城県教職員組合　吉田　豊
　署名　１２８名

紹 介 議 員 大野　政則
所　　　管 教育福祉経済委員会
審査の結果 採　択
本　会　議 全員賛成で可決

決算審査意見書（要約）
監査委員　塚本　　勝
　　　　　笠間　丈夫

　一般会計及び特別会計を合わせた決算額は、歳入339億549万円、歳出309億8,761万円で、この内
翌年度に繰り越すべき財源6億6,840万円を控除した実質収支額は22億4,948万円です。
　歳入の中で市税は、31億2,001万円で前年度より2,846万円の減となりました。平成23年度に大きく
税収が落ち込んで以来回復基調が続いていましたが、平成27年度は減収に転じました。更に、都市計画
税の廃止により財政指標である「将来負担比率」が前年度8.8％から41.6％へと上昇しています。
　財政の弾力性を判断する指標の経常収支比率は91.9％です。潮来市が毎年使えるお金（経常収入）に
対し、人件費や建物の維持費など支出の決まっているお金（経常支出）が多くなるほど新規の事業展開
ができなくなり、財政が硬直化することとなります。
　健全な財政状況を築くには「入るを計りて出ずるを制す」ことだと言われます。今、地方自治体の財
源不足は深刻です。工夫して自前の財源を創り出すなどして自力を付け、自立に向かうことが求められ
ています。
　住民の税金を預かっているという意識を忘れずに日々の業務にあたっていただくことをお願いします。

※全文は潮来市ホームページ「市政」→「監査」→「監査の種類」より閲覧できます。
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一般
質問 議員の質問や市の答えには、市政の課題がたくさん詰まっています。

どうぞご注目ください。 ※７ページから18ページまで発言順に掲載

　白抜きの数字は要約して掲載された質問ですが、それ以外は紙面の都合により掲載できませんでした。
その内容については、議会ホームページの録画中継によってご覧いただけます。

７P

８P

９P

11P

12P

13P

14P

15P

10P 16P

17P

18P

市政を問う市政を問う1212 人の議員が人の議員が質問質問

田崎　　清　議員
１ ごみ処理について
２   ３市ゴミ処理施設、廃棄物処理の広域化について
３ 第38回水郷潮来花火大会について
４ あやめまつりについて
５ 土地（貸地、借地）の使用状況について

飯島　康弘　議員
１ 行政サービスの充実について
２ 防災体制の強化について
３ 人口減少問題について

沼里真一郎　議員
１   復興工事の完成について。地下水位低下の現状と沈下補償
２   IT介護健診ネットワークの導入と、社協の周知と市補助を
３ 職員公益内部通報による職員保護条例を
４   学校誘致と稲井川周辺企業誘致と辻側も
５   交換留学復活とＡＬＴ活用の市民への英語教育
６   市情報発信効果検証と市内生徒へタブレット配布を

阿部　慶介　議員
１ 潮来市洪水ハザードマップについて
２   潮来市子育て応援サイト・スマートフォン用ア
プリitacoco（いたここ）について

兼平　好一　議員
１ あやめまつりについて
２ 十番排水ポンプ場について
３ 広域連携路線バスについて
４ 農業政策について
５ 市営住宅について
６ コンプライアンスについて

飯田　幸弘　議員
１ 第65回水郷潮来あやめまつりについて
２ いばらき教育プランについて
３ 健康寿命の延伸について
４ がん予防について
５ 基幹相談支援センターについて

箕輪　　昇　議員
１ 国体について
２ 市道整備について
３ 雑草対策について
４ 乳がん検診について

小沼　英明　議員
１ 入札について
２ 前川の拡幅と橋の架け替えについて
３   地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）につ
いて

４ 潮来市ホームページの表紙上の動画について

大野　政則　議員
１ 前川沿岸の浸水防止対策について
２ 真に開かれた行政運営と情報公開について
３   県道潮来・佐原線沿線における土地利用計画に
ついて

４ 地域公共交通網の整備について
５ 日の出地区における液状化対策等について

小峰　　進　議員
１ 国民健康保険の取り組みについて
２ 徳島園地の利活用について
３ 災害時の一斉メールの導入について
４   旧神宮橋から鰐川沿いの一号提の市道について
５ 農業後継者づくりについて

兼平　直紀　議員
１ 防災拠点としての市役所庁舎について
２   市庁舎の改築と庁舎建設基金の今後の活用について
３ 水郷旧家磯山邸について
４   今後のあやめまつり、水郷潮来あやめ公園につ
いて

５ 潮来市移動発達相談について

平田　健三　議員
１ 無料学習教室の開設について
２ あやめまつりについて
３ 市民サービスの拡充について
４ 牛堀地区の活性化について

潮来市議会 検索
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質問者　田 崎　 清 議員

Ｑ
２

ＱＱ  
２
．
２
．
３
市
ご
み
処
理
施
設
・
廃

棄
物
処
理
の
広
域
化
に
つ
い
て

　

各
種
ご
み
の
排
出
量
、
処

理
費
用
の
推
移
は
。

環
境
課
長

　

次
の
と
お
り
で
す
。

　

施
設
の
現
状
、
維
持
管
理

費
、
故
障
に
よ
る
修
繕
費
は
。

環
境
課
長

　

供
用
開
始
か
ら
25
年
が
経

過
し
、
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
。
計

画
的
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

　

ご
み
の
分
別
や
減
量
の
取

り
組
み
状
況
は
。

環
境
課
長

　

分
別
の
冊
子
と
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
し
、
21
年
度
に
配
布
。
転
入

者
に
も
、
市
民
課
窓
口
に
て
配
布
・

周
知
し
て
い
る
。

　

減
量
化
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
、
再
分
別
と
異
物
等
の
除
去

を
行
う
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
、

紙
類
の
分
別
回
収
等
も
行
っ
て
い

る
。

　

候
補
地
（
用
地
選
定
）
の

進
捗
状
況
は
。

環
境
課
長

　

３
市
の
各
市
長
、
部
長
か

ら
な
る
「
ご
み
処
理
施
設
建
設
用
地

選
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
市
か

ら
選
定
さ
れ
た
候
補
地
の
評
価
を
点

数
化
し
、
比
較
検
討
を
進
め
て
い

る
。

　

建
設
費
・
事
業
計
画
・
施

工
計
画
は
。

環
境
課
長

　

焼
却
施
設
の
概
算
建
設
費

は
約
60
億
円
と
推
定
さ
れ
、
ほ
か

に
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
、
最
終

処
分
場
の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
。

各
市
負
担
割
合
は
、
現
在
協
議
中
。

基
本
構
想
の
中
で
、
ご
み
分
別
区
分

の
統
一
が
示
さ
れ
て
い
る
。
焼
却
施

設
の
機
種
及
び
余
熱
利
用
に
つ
い
て

は
今
後
さ
ら
な
る
検
討
を
行
う
予
定
。

　

着
工
予
定
日
と
使
用
開
始

予
定
日
は
。

環
境
課
長

　

基
本
構
想
の
中
で
は
、
造

成
工
事
を 

平
成
30
年
度
・
供
用
開

始
は
33
年
度
を
予
定
し
て
い
る
が
、

今
後
協
議
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合

も
あ
る
。

　

実
行
予
算
・
寄
付
金
額
・

有
料
観
覧
席
・
駐
車
場　

販

売
結
果
、
収
支
結
果
は
。

産
業
観
光
課
長

　

予
算
は
、１
千
９
万
５
７
３
３

円
。
寄
付
金
４
６
９
万
９
４
７
７

円
（
３
９
１
件
）、
有
料
観
覧
席

49
万
５
０
０
０
円
（
桟
敷
席
と
し

て
99
こ
ま
販
売
）、
駐
車
場
使
用
料

３
万
８
０
０
０
円
（
76
台
分
）。
一

部
未
精
算
の
も
の
が
あ
る
が
、
概
算

で
収
入
同
等
の
支
出
金
額
に
な
り
ま

す
。

　

花
火
の
数
量
・
日
程
の
選

定
・
今
後
の
予
定
は
。

産
業
観
光
課
長

　

今
大
会
同
様
に
、
同
時
期

で
考
え
て
い
る
が
、
今
後
、
実
行
委

員
会
等
で
協
議
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

良
い
点
・
問
題
点
・
改
善

点
は
。

産
業
観
光
課
長

　

開
会
時
期
の
変
更
が
、
あ

や
め
の
開
花
時
期
と
合
致
し
た
こ
と

と
、
人
力
車
の
和
風
モ
ダ
ン
な
風
情

に
よ
り
、
嫁
入
り
舟
の
魅
力
が
さ
ら

に
高
ま
り
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

た
一
方
で
、
広
報
周
知
が
遅
い
と
い

う
指
摘
が
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
広
報
も

充
実
さ
せ
る
予
定
。
半
年
前
か
ら
周

知
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
く
。

　

入
場
者
数
・
ア
イ
モ
ア
屋

上
駐
車
数
・
大
型
バ
ス
の
台

数
・
来
客
数
は
。

産
業
観
光
課
長

　

入
込
数
は
78
万
人
。
屋

上
駐
車
数
は
２
２
３
８
台
、
バ
ス

は
、
４
２
４
台
（
観
光
協
会
資
料
よ

り
）。
来
客
数
は
、
園
内
ど
こ
か
ら

で
も
入
園
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
推

計
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

二
本
松
寺
あ
じ
さ
い
の
杜

に
市
営
循
環
バ
ス
を
運
行
集

客
数
・
本
数
・
経
費
は
。

産
業
観
光
課
長

　

バ
ス
は
1
日
６
便
、
10

日
間
で
60
便
運
行
し
、
乗
客
数

は
、
２
２
２
人
。
経
費
は
1
日

1
万
７
２
８
０
円
の
契
約
額
で
、

17
万
２
８
０
０
円
で
す
。

答答

答

質
問

質
問

質
問

質
問

年度 搬入量（t） 処理費用

23 10,566 ５億7,100万円

24 10,097 ５億8,700万円

25  9,888 ６億9,600万円

26  9,651 ６億3,700万円

27  9,829 ５億7,100万円

年度 維持管理費 施設にかか
わる修繕費

23 4,030万円 　　9,500万円

24 1,940万円 １億3,300万円

25 2,610万円 ２億3,100万円

26 3,900万円 １億4,900万円

27 4,490万円 　　8,100万円

答 質
問

答 質
問答

質
問答質

問答

答質
問答質

問答 質
問
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一

般

質

問

―
市
政
を
問
う
―

Ｑ
３

ＱＱ  

３
．
３
．
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

質問者　飯島　康弘 議員

Ｑ
１

ＱＱ  

１
．
１
．
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
つ
い
て

　

市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
と
し

て
本
年
4
月
よ
り
市
役
所
内
、
組
織

改
編
を
行
っ
た
が
、
そ
の
意
図
と
効

果
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長

　

①
復
興
か
ら
通
常
へ
の
シ

フ
ト
。
②
子
育
て
・
結
婚
対
策
の
強

化
。
③
情
報
を
効
果
的
に
発
信
し
、

国
際
観
光
都
市
を
目
指
す
政
策
を
推

進
。
④
効
率
的
な
事
務
執
行
。
こ
の

４
点
を
目
途
に
組
織
改
編
を
行
っ
た

が
、
ま
だ
市
民
の
方
々
の
評
価
を
得

る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
来
年
度
は

横
の
連
携
の
で
き
る
組
織
体
制
を
考

え
て
い
く
。

　

市
役
所
を
利
用
す
る
方
の

不
安
解
消
、
職
員
の
業
務
の

効
率
化
を
図
り
、
所
内
を
古
く
て
も

明
る
い
空
間
に
。
総
合
案
内
人
配

置
、
所
内
に
音
楽
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
か
け
る

こ
と
を
提
案
す
る
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長

　

公
益
の
場
な
の
で
音
楽
を

か
け
る
こ
と
に
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

あ
る
。
職
員
が
業
務
に
集
中
す
る
た

め
に
も
慎
重
に
考
え
た
い
。

　

総
合
案
内
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

が
狭
い
こ
と
も
あ
り
、
市
民
課
で
ま

ず
話
を
伺
っ
て
、
各
課
に
案
内
を
す

る
な
ど
し
て
対
応
し
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
。
高
い
位
置
に

あ
る
看
板
は
、
早
急
に
、
見
や
す
い

と
こ
ろ
に
配
置
し
ま
す
。

　

市
民
の
不
満
解
消
、
働
き

や
す
い
職
場
と
す
る
た
め
、

計
画
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
、
任

期
付
き
の
人
事
異
動
、
人
員
配
置
の

手
法
が
こ
れ
か
ら
は
必
要
で
あ
る
が

い
か
が
か
。

総
務
課
長

　

職
員
の
資
格
や
免
許
、
異

動
希
望
を
考
慮
し
な
が
ら
、
最
少
の

職
員
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
結
果

と
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

結
び
つ
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
３
年
か
ら
５
年
で
の
異

動
と
し
て
い
る
が
、
専
門
性
が
問
わ

れ
る
部
署
も
あ
り
、
組
織
全
体
と
し

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

台
風
災
害
に
備
え
避
難
所

を
開
設
し
た
が
、
状
況
、
場

所
の
選
定
理
由
を
伺
う
。

総
務
課
長

　

台
風
７
号
で
は
避
難
所
を

開
設
し
て
い
な
い
。
台
風
９
号
と
10

号
で
は
か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
潮
来
保
健
セ
ン
タ
ー
に
避
難
所
を

開
設
し
た
が
、
避
難
者
は
な
か
っ

た
。

　

場
所
の
選
定
理
由
は
、
潮
来
と
牛

堀
に
そ
れ
ぞ
れ
施
設
が
あ
る
こ
と
、

こ
れ
ま
で
避
難
所
と
し
て
使
っ
た
実

績
、
職
員
が
常
駐
し
て
い
る
こ
と
を

考
慮
し
た
。

　

避
難
所
に
予
め
炊
き
出
し

セ
ッ
ト
等
の
配
置
案
の
進
捗

状
況
は
。総

務
課
長

　

各
施
設
へ
の
炊
飯
道
具
や

炊
き
出
し
セ
ッ
ト
の
備
蓄
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
る
。

　

潮
来
市
は
何
も
し
な
け
れ
ば

２
０
６
０
年
に
１
万
３
千
人

が
減
る
統
計
が
出
て
い
る
。
必
ず
起

こ
る
人
口
減
少
問
題
。
市
の
認
識
を

伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

人
口
の
減
少
を
前
提
と
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
性
の
確
保

に
向
け
、
広
域
連
携
、
市
民
協
働
な

ど
が
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
な
る
効
率
的
な
行
政
運
営
の
た

め
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
に
よ
る
歳

出
削
減
、
行
政
改
革
の
取
り
組
み
な

ど
も
検
討
し
て
い
く
。

　

人
口
減
少
を
防
ぐ
政
策
も

も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
併

せ
て
必
要
な
の
が
「
人
口
は
減
る
」

と
い
う
現
実
を
し
っ
か
り
と
理
解

し
、
自
分
た
ち
の
問
題
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
市
民
に
周
知
し
、
人
口
減

少
を
前
提
と
し
た
行
政
運
営
が
必
要

と
考
え
る
が
、
改
め
て
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、

３
月
に
地
方
総
合
戦
略
を
策
定
し

た
。
人
口
の
今
後
の
推
計
や
市
の
取

り
組
み
を
市
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
は
重
要
な
こ
と
。
市
の

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
状
況

を
伝
え
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
理

解
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
と
も
に
ま

ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

答答 質
問

質
問

質
問

質
問

答

答質
問答

答質
問答

Ｑ
２

ＱＱ  

２
．
２
．
防
災
体
制
の
強
化
に
つ

い
て

総合案内のある市民課

て改果

質
問
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一

般

質

問

―
市
政
を
問
う
― Ｑ

４
ＱＱ  

４
．
４
．
交
換
留
学
復
活
と
Ａ
Ｌ

Ｔ
講
師
活
用
の
市
民
へ
の
英

語
教
育

質問者　沼里 真一郎 議員

Ｑ
１

ＱＱ  

１
．
１
．
復
興
工
事
の
完
成
に
つ

い
て
・
地
下
水
位
低
下
の
現

状
と
建
物
傾
き
沈
下
補
償

　

地
下
水
位
低
下
の
ウ
ェ
ル

ポ
イ
ン
ト
追
加
工
事
は
２
割

増
し
。
低
下
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
延
長
・

方
法
変
更
後
の
今
も
水
位
低
下
が
限

定
的
、
水
位
上
昇
し
て
い
る
観
測
井

戸
も
あ
る
。
復
興
工
事
設
計
前
の
観

測
井
戸
数
が
足
り
な
い
。
未
知
の
地

下
水
や
常
陸
利
根
川
か
ら
流
入
は
。

ポ
ン
プ
を
稼
働
し
続
け
た
場
合
の
年

維
持
費
は
。

復
興
工
事
推
進
事
務
所
課
長

　

未
知
の
地
下
水
流
入
は
無

い
と
考
え
て
い
る
。
維
持
費
と
電
気

代
約
１
０
０
０
万
円
の
見
込
み
。

　

国
へ
市
長
要
望
に
行
っ
た

の
は
１
回
の
み
。
市
が
約
束

し
た
建
物
補
償
は
。
事
後
全
戸
調
査

を
。
少
な
く
と
も
申
請
制
周
知
を
。

復
興
工
事
推
進
事
務
所
課
長

　

現
在
、
家
屋
等
に
影
響
が

生
じ
な
い
よ
う
、
慎
重
に
地
下
水
位

を
低
下
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。
家
屋
事
後
調

査
は
、
国
制
定
の
「
市
街
地
液
状
化

対
策
推
進
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
記
載
に

よ
り
、
申
し
出
の
あ
っ
た
方
を
調
査

す
る
。
周
知
方
法
は
、
説
明
会
の
開

催
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

検
討
し
て
い
る
。

　

避
難
誘
導
灯
を
２
つ
に
１

つ
の
点
灯
は
。

総
務
課
長

　

災
害
時
に
避
難
所
へ
誘
導
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
歩
道
側
に
向
け
て
設

置
、
間
隔
が
短
く
な
っ
て
い
る
。
１

基
ご
と
に
メ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
定
額
制
の
料
金
体
系

で
す
。　

救
急
と
福
祉
の
向
上
へ
Ｉ

Ｔ
介
護
健
診
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
導
入
と
横
の
連
携
強
化
を
。

高
齢
福
祉
課
長

　

笠
間
市
の
運
用
状
況
を
見

守
り
、
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　

潮
来
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
市
長
が
会
長
）
正
職
員
は

３
名
の
み
（
鹿
行
各
市
10
名
以
上
）

で
人
件
費
市
補
助
率
も
低
い
。
1
年

契
約
を
更
新
す
る
臨
時
職
員
の
流
出

を
防
ぎ
、
潮
来
社
協
の
赤
字
決
算
と

財
政
調
整
基
金
枯
渇
・
運
転
資
金
の

支
払
準
備
基
金
枯
渇
へ
体
制
強
化
す

べ
き
。
民
間
な
が
ら
福
祉
を
担
う
社

協
の
赤
字
解
消
へ
周
知
と
人
件
費
市

補
助
を
。社

会
福
祉
課
長

　

補
助
金
や
委
託
事
業
を
通

し
て
人
件
費
補
助
も
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
、
社
協
自
体
が
地
域
ニ
ー

ズ
等
を
踏
ま
え
た
中
で
、
さ
ら
な
る

機
能
強
化
に
取
り
組
ん
だ
中
で
、
人

件
費
も
含
め
た
必
要
と
な
る
補
助
等

の
支
援
、
効
果
的
な
役
割
周
知
方
法

等
を
社
協
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守

と
市
の
未
来
へ
以
前
か
ら
提

案
し
て
い
る
職
員
公
益
内
部
通
報
に

よ
る
職
員
保
護
条
例
を
。

総
務
課
長

　
「
潮
来
市
職
員
等
公
益
通

報
に
関
す
る
要
綱
」
を
制
定
す
る
こ

と
と
し
、
精
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

英
語
教
育
醸
成
・
人
材
育

成
・
観
光
外
国
人
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
へ
生
徒
海
外
交
換
留
学
復
活
と

鹿
行
Ｄ
Ｍ
Ｏ
予
算
を
活
用
し
て
Ａ
Ｌ

Ｔ
講
師
に
よ
る
夜
や
土
日
に
市
民
へ

英
語
教
育
を
。

秘
書
政
策
課
長

　

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
等

の
復
活
は
、
現
在
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

学
校
教
育
課
長

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
は
学
校
教
育
に
専

念
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
勤
務
時

間
の
関
係
も
あ
る
の
で
夜
間
や
土

日
、
祝
日
の
勤
務
は
難
し
い
と
考
え

ま
す
。
国
際
交
流
関
係
の
協
力
は
、

本
人
の
意
思
・
負
担
を
考
え
た
検
討

が
必
要
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
効
果

検
証
と
生
徒
の
学
力
向
上

へ
、
少
し
ず
つ
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
配

布
を
。

秘
書
政
策
課
長

　

毎
月
ア
ク
セ
ス
数
の
解
析

と
効
果
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
閲
覧

者
の
求
め
る
情
報
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
り
た
い
。

学
校
教
育
課
長

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
配
布
は
、
現

段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。
学
校
教

室
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
整

備
も
必
要
な
の
で
、
国
の
動
向
や
関

係
機
関
と
調
整
を
図
り
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
か
考
え
て
い
き
た

い
。

答答 質
問

質
問

質
問答

答答

答

質
問

Ｑ
２

ＱＱ  

２
．
２
．
Ｉ
Ｔ
介
護
健
診
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
導
入
と
社
協
の
周

知
と
市
補
助
を

質
問答

Ｑ
３

ＱＱ  

３
．
３
．
職
員
公
益
内
部
通
報
に

よ
る
職
員
保
護
条
例
を

Ｑ
５

ＱＱ  

５
．
５
．
市
情
報
発
信
の
効
果
検

証
と
市
内
生
徒
へ
タ
ブ
レ
ッ

ト
配
布
を

答

答

質
問

質
問

質
問

答
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―
市
政
を
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う
―

質問者　阿部　慶介 議員

Ｑ
１

ＱＱ  

１
．
１
．
潮
来
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
つ
い
て

　

潮
来
市
に
は
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
堤

防
が
決
壊
し
た
と
想
定
し
た
時
の
浸

水
想
定
区
域
を
表
し
た
図
で
す
。
自

然
災
害
は
我
々
の
想
像
を
超
え
て
く

る
。
マ
ッ
プ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
、
浸
水
が
起
き
た
場
合
の
避
難

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
？

総
務
課
長

　

平
成
25
年
３
月
に
発
行
し

た
潮
来
市
防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中

で
周
知
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
平
成

28
年
５
月
に
設
立
し
た
「
霞
ヶ
浦
流

域
大
規
模
氾
濫
に
関
す
る
減
災
対
策

協
議
会
」
で
、
今
後
５
年
間
の
取
り

組
み
を
決
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
潮

来
市
で
も
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
に
向
け
た

避
難
行
動
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
代
わ
り
に

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
周
知
と

い
う
こ
と
だ
が
、
市
民
の
方
に
と
っ

て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
分
か
り
づ

ら
い
の
で
は
？

総
務
課
長

　
「
霞
ヶ
浦
流
域
大
規
模
氾

濫
に
関
す
る
減
災
対
策
協
議
会
」
で

協
議
さ
れ
て
い
る
事
項
に
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
周
知
と
い
う
項
目
も
あ

る
。
こ
の
５
年
間
の
中
で
、
国
・
県

と
連
携
し
な
が
ら
見
直
し
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

今
後
5
年
で
煮
詰
め
て
い

く
と
い
う
事
だ
と
思
う
が
、

潮
来
市
は
人
口
が
減
少
し
て
い
く
が

高
齢
者
の
方
は
増
え
て
い
く
。
今
ま

で
と
同
じ
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は

な
く
、
高
齢
者
の
方
の
立
場
に
立
っ

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
で
は
？

総
務
課
長

　

高
齢
者
や
災
害
弱
者
に
、

早
め
の
避
難
を
促
す
な
ど
、
今
回
の

ご
提
案
を
加
味
し
な
が
ら
考
え
て
い

き
ま
す
。

　

浸
水
が
起
き
た
場
合
、
日

の
出
、
徳
島
、
小
泉
、
下
田

な
ど
の
地
域
で
、
被
災
者
は
何
人
く

ら
い
に
な
る
か
？

総
務
課
長

　

霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所
の
公

表
し
た
想
定
最
大
被
災
人
口
は
、

１
万
４
８
１
２
人
で
す
。

　

１
万
４
８
１
２
人
と
か
な

り
の
人
数
に
な
る
が
、
堤
防

が
決
壊
し
た
時
に
は
一
次
避
難
所
の

集
会
所
は
浸
水
で
使
え
な
い
。
そ
の

時
に
、
そ
の
地
域
の
人
達
が
ど
こ
に

逃
げ
れ
ば
良
い
の
か
周
知
し
て
頂
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
？

原
市
長

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
雨
に

よ
る
浸
水
の
避
難
訓
練
、
実
際
に
ど

う
逃
げ
る
か
の
ル
ー
ト
も
出
来
て
い

ま
せ
ん
。
早
急
に
検
討
し
て
、
住
民

の
安
全
、
命
を
守
る
行
政
の
体
制
を

整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

水
害
は
避
難
期
間
が
長
期

化
さ
れ
る
事
が
予
想
さ
れ

る
。
仮
設
ハ
ウ
ス
の
設
置
、
設
置
場

所
の
候
補
地
、
空
き
家
等
の
利
用
等

は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
？

総
務
課
長

　

仮
設
住
宅
等
に
つ
い
て

は
、
現
在
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

検
討
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
だ
が
、
浸
水
が
な
く
な

り
、
そ
の
後
家
に
戻
っ
て
も
住
む
こ

と
は
困
難
。
仮
設
ハ
ウ
ス
の
検
討
が

必
要
で
は
？

総
務
課
長

　

潮
来
市
地
域
防
災
計
画
で

応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
計
画
を
示
し

て
い
ま
す
。
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設

は
、
茨
城
県
が
実
施
す
る
も
の
な
の

で
、
関
係
機
関
と
協
議
を
し
な
が
ら

考
え
て
い
き
ま
す
。

　

６
月
に
開
設

し
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
「
い

た
こ
こ
」
は
大
変
便
利

で
い
つ
で
も
利
用
す
る

事
が
で
き
る
。
今
後
登

録
者
を
増
や
す
為
の
宣

伝
方
法
は
検
討
し
て
い

る
か
？

子
育
て
支
援
課
長

　

市
の
広
報
紙
に
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
民
間
の
タ
ウ
ン
紙
、
情

報
誌
に
掲
載
を
依
頼
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
市
民
課
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
子
育
て
支
援
課
に
来
庁
さ
れ

る
方
に
も
口
頭
で
Ｐ
Ｒ
・
周
知
し
て

い
き
ま
す
。

　

使
い
方
の
問
い
合
わ
せ
は

メ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
電
話

に
よ
る
問
い
合
わ
せ
も
可
能
か
？

子
育
て
支
援
課
長

　

こ
れ
ま
で
も
メ
ー
ル
や
電

話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
も
対
応
は
可
能
で
す
。

答答 質
問

質
問

質
問

答

答質
問

答

Ｑ
２

ＱＱ  

２
．
２
．
潮
来
市
子
育
て
応
援
サ
イ

ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ

リ
ｉ
ｔ
ａ
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ

に
つ
い
て

質
問答質

問答

質
問答

質
問

質
問

答子育て支援サイト・子育て支援サイト・
スマホアプリスマホアプリ
「itaCoCo」「itaCoCo」へへ
アクセス！アクセス！
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問

―
市
政
を
問
う
― Ｑ

４
ＱＱ  
４
．
４
．
農
業
政
策
に
つ
い
て

質問者　兼平　好一 議員

Ｑ
３

ＱＱ  

３
．
３
．
広
域
連
携
路
線
バ
ス
に

つ
い
て

Ｑ
１

ＱＱ  

１
．
１
．
あ
や
め
ま
つ
り
に
つ
い
て

　

期
間
中
の
客
数
と
観
光
バ

ス
台
数
は
。

産
業
観
光
課
長

　

入
込
客
数
は
78
万
人
、
バ

ス
は
、
４
２
４
台
。（
観
光
協
会
資

料
よ
り
）

　

旧
家
磯
山
邸
と
人
力
車
の

効
果
は
。

産
業
観
光
課
長

　

好
評
を
博
し
、
嫁
入
り
舟

へ
の
参
加
30
組
中
、
24
組
が
人
力
車

を
希
望
す
る
結
果
に
。

　

来
年
に
向
け
た
課
題
と
方

向
性
は
。

産
業
観
光
課
長

　

あ
や
め
ま
つ
り
実
行
委
員

会
で
、
広
報
周
知
が
遅
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
半
年
前
か
ら
周
知

で
き
る
よ
う
準
備
し
た
い
。
人
力
車

も
引
き
続
き
取
り
組
む
。
市
民
が
誇

れ
る
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
し
、
地

域
産
業
の
振
興
、
発
展
に
大
き
く
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
い
。

　

稼
働
状
況
と
水
位
経
過
は
。

復
興
工
事
推
進
事
務
所
課
長

　

４
月
15
日
か
ら
稼
働
し
、

４
ヶ
月
間
で
、
稼
働
時
間
は
、

約
３
１
９
０
時
間
、
排
水
量
約

１
８
４
万
９
５
０
０
ト
ン
。（
ポ
ン

プ
４
台
合
計
）

　

地
下
水
位
は
、
一
部
の
管
側
溝
を

除
き
、
８
月
で
Ｇ
Ｌ
マ
イ
ナ
ス
２
ｍ

に
達
し
、
ス
テ
ッ
プ
２
に
移
行
中
。

　

今
後
の
予
定
は
。

復
興
工
事
推
進
事
務
所
課
長

　

Ｇ
Ｌ
２
・
３
ｍ
ま
で
下
げ

る
た
め
、
目
標
値
ま
で
の
水
位
低
下

を
確
認
後
、
ス
テ
ッ
プ
３
へ
移
行
、

12
月
中
旬
に
か
け
Ｇ
Ｌ
マ
イ
ナ
ス

２
・
６
ｍ
ま
で
低
下
さ
せ
、
そ
の
後

ス
テ
ッ
プ
４
へ
、
地
下
水
位
及
び
沈

下
計
を
観
測
し
な
が
ら
、
来
年
２
月

中
旬
に
か
け
て
、
最
終
目
標
値
の
Ｇ

Ｌ
マ
イ
ナ
ス
３
ｍ
ま
で
慎
重
に
低
下

さ
せ
て
い
く
予
定
。

　

利
用
者
の
状
況
と
動
向
は
。

秘
書
政
策
課
長

　

課
題
と
今
後
は
。

秘
書
政
策
課
長

　

課
題
は
利
用
者
の
増
加
。

利
用
者
の
声
を
踏
ま
え
、
対
策
と
し

て
、
回
数
券
、
1
日
フ
リ
ー
き
っ

ぷ
、
定
期
券
の
発
行
、
夜
便
の
導
入

等
を
実
施
す
る
方
向
で
調
整
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
米
「
潮
来

あ
や
め
ち
ゃ
ん
」
一
番
星
の

作
付
状
況
は
。

産
業
観
光
課
長

　

作
付
状
況
は
次
の
と
お
り
。

　

生
産
調
整
の
目
標
達
成
率

と
市
補
助
金
の
内
容
は
。

産
業
観
光
課
長

　

８
月
現
在
、
目
標
面
積

６
４
２
万
２
８
４
８
㎡
に
対
し
、
実

施
面
積
合
計
４
０
８
万
５
３
１
８
㎡

で
、
達
成
率
は
６
３
・
６
％
。
補
助
金

の
作
物
別
内
容
と
額
は
次
の
と
お
り
。

　

飼
料
用
米
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
が
見
解
は
。

産
業
観
光
課
長

　

湿
田
地
帯
で
、
有
効
な
転

作
作
物
が
で
き
な
い
場
所
で
あ
る
の

で
、
加
工
用
米
、
飼
料
用
米
と
も
に

有
効
な
作
物
と
据
え
て
い
る
。
他
の

作
物
の
奨
励
金
の
状
況
、
近
隣
の
状

況
等
も
含
め
、
再
生
協
議
会
等
で
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

質
問答

答質
問

答質
問答

答再
質
問

答答 質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答

答

地域ブランド米
「潮来あやめちゃん」

特別栽培米
「一番星」

25年 22ha 113t 　　　－
26年 20ha  99t  8ha 39t
27年 11ha  49t  9ha 43t
28年 11ha（計画） 12ha（計画）

作付面積と生産量

運行開始～８月末
103日間

あやめまつり
開催中の
６月１ヶ月

利用者数 2，837人 1，067人
平均乗車人数
（1日当たり） 7．54人 35．57人

（1日1便当たり） 1．72人 2．22人

利用状況と動向は下表のとおりです

Ｑ
２

ＱＱ  

２
．
２
．
十
番
排
水
ポ
ン
プ
場
に

つ
い
て

麦 １万５千円
新規需要米（飼料米）
 ５千円
野菜 ２千円
青刈り稲 ２千円
マコモタケ １万円
花卉等 ２千円
景観形成作物
 １万５千円
加工用米（1袋当たり）
 500円

10a当たり

水郷旧家磯山邸で水郷旧家磯山邸で
人力車乗車人力車乗車

賑わう賑わう
あやめ園へあやめ園へ

人力車で人力車で
水郷潮来の水郷潮来の
町なかを走り町なかを走り
磯山邸へ戻る磯山邸へ戻る

嫁入り舟終着点嫁入り舟終着点
ＷＡｉＷＡｉＷＡｉＷＡｉ
ファンタジアよりファンタジアより
新郎と共に
乗車乗車

嫁入り舟に乗る
潮来花嫁さんの送迎
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一

般

質

問

―
市
政
を
問
う
―Ｑ

２
ＱＱ  

２
．
２
．
が
ん
予
防
に
つ
い
て

質問者　飯田　幸弘 議員

Ｑ
１

ＱＱ  

１
．
１
．
第
65
回
水
郷
潮
来
あ
や

め
ま
つ
り
に
つ
い
て

　

磯
山
邸
は
今
年
度
工
事
が

終
わ
り
、
４
月
に
は
新
し
い

名
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
機
能
・
方
針
な
の
か
、
管
理

運
営
は
、
ど
こ
が
行
う
の
か
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

学
び
や
交
流
・
観
光
に
寄

与
で
き
る
場
所
、
移
住
体
験
の
場
、

宿
泊
機
能
を
備
え
た
建
物
で
す
。
体

験
・
学
び
・
交
流
事
業
、
花
嫁
に
会

え
る
街
を
テ
ー
マ
に
し
た
関
連
事

業
、
移
住
体
験
と
し
て
の
宿
泊
な
ど

対
象
者
や
利
用
幅
を
広
げ
ら
れ
る
活

用
方
針
を
定
め
る
予
定
。
管
理
運
営

は
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
。

　

民
間
の
視
点
で
の
運
営

が
良
い
と
思
う
。
指
定
管

理
者
と
い
う
手
法
も
あ
る
と
思
う

が
、
運
営
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

く
の
か
、
改
め
て
市
長
に
見
解
を
伺

う
。

市
長

　

民
間
の
企
業
、
指
定
管

理
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
れ
、
し
っ
か
り
と

し
た
方
々
に
管
理
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

今
回
の
あ
や
め
ま
つ
り

は
、
原
市
長
に
な
っ
て
初
め

て
計
画
段
階
か
ら
期
間
・
イ
ベ
ン
ト

内
容
・
広
報
周
知
・
開
催
期
間
変
更
・

人
力
車
導
入
・
あ
じ
さ
い
の
杜
と
の

連
携
、
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

原
市
長
に
政
治
的
視
点
か
ら
総
括
と

し
て
伺
う
。

市
長

　

各
種
団
体
、
市
民
の
協
力

に
よ
り
成
功
で
き
た
。
人
力
車
と
い

う
新
た
な
事
業
、
ろ
舟
遊
覧
は
Ｇ
Ｗ

か
ら
開
始
さ
れ
た
。
秋
に
も
週
末
で

の
遊
覧
事
業
が
用
意
さ
れ
、
観
光
通

年
化
に
向
け
て
前
進
し
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
努
力
も
あ
り
、
外
国
人
観

光
客
も
増
え
て
い
る
。
開
催
時
期
の

変
更
は
、
ア
ヤ
メ
開
花
に
合
致
し
、

開
花
状
況
に
対
す
る
苦
情
等
が
減
少

し
た
。
観
光
客
の
滞
在
時
間
延
長
に

結
び
つ
く
よ
う
に
、
あ
じ
さ
い
の
杜

と
の
連
携
も
本
年
度
力
を
入
れ
た
。

こ
れ
か
ら
の
基
本
的
考
え
方
は
、
あ

や
め
園
を
中
心
に
、
広
範
囲
に
観
光

の
起
点
と
な
る
所
を
ふ
や
し
、
潮
来

市
全
体
の
あ
や
め
ま
つ
り
に
し
て
い

き
た
い
。
来
年
１
月
か
ら
宣
伝
活

動
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る

よ
う
に
進
め
て
い
く
。

　

が
ん
検
診
受
診
率
向
上
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

　

対
象
者
に
往
復
は
が
き
申

込
書
を
送
付
、
未
受
診
の
５
歳
刻
み

の
方
に
無
料
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
、
過

去
に
検
診
を
一
度
も
受
け
た
こ
と
が

な
い
方
へ
送
付
し
て
い
る
。
医
療
機

関
検
診
と
し
て
、
集
団
受
診
さ
れ
な

か
っ
た
方
を
対
象
に
個
別
で
の
検
診

が
で
き
る
機
会
も
設
け
て
い
る
。
特

定
健
診
と
同
日
に
受
診
す
る
の
を
可

能
と
し
た
。

　

１
点
目
、
初
め
て
が
ん

検
診
対
象
と
な
る
方
に
、

最
初
の
年
度
等
の
費
用
を
免
除
す
る

こ
と
も
含
め
、
が
ん
検
診
を
受
信
す

る
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
重
要
と
思

う
が
考
え
を
伺
う
。

　

２
点
目
、
受
診
し
や
す
い
検
診
体

制
の
整
備
と
し
て
、
個
別
受
診
勧

奨
、
再
勧
奨
等
の
推
進
、
休
日
や
夜

間
検
診
の
推
進
な
ど
受
診
者
に
配
慮

し
た
検
診
実
施
体
制
が
必
要
と
思
う

が
考
え
を
伺
う
。

か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

　

１
点
目
、
貴
重
な
意
見
と

し
て
ご
拝
聴
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
２

点
目
、
茨
城
県
健
診
協
会
に
委
託
し

て
お
り
、
そ
の
対
応
が
課
題
で
、
協

会
と
も
今
後
相
談
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

　

３
月
定
例
会
に
お
い
て
、

専
門
職
の
確
保
、
場
所
の
選

定
な
ど
の
課
題
が
多
く
、
具
体
的
な

セ
ン
タ
ー
設
置
の
見
込
み
が
つ
か
な

い
状
況
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の

後
の
設
置
に
向
け
た
状
況
を
伺
う
。

社
会
福
祉
課
長

　

社
会
福
祉
課
に
社
会
福
祉

士
を
新
規
採
用
。
ま
た
、
地
域
自
立

支
援
協
議
会
に
相
談
支
援
専
門
部
会

を
設
置
し
、
連
携
体
制
構
築
を
し
て

い
る
。
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
専
門

職
の
確
保
が
で
き
て
い
な
の
で
、
今

後
も
実
際
の
状
況
を
注
視
し
検
討
し

て
い
く
。　

専
門
職
の
確
保
を
今
後

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く

の
か
考
え
を
伺
う
。

社
会
福
祉
課
長

　

次
年
度
の
精
神
保
健
福

祉
、
社
会
福
祉
士
の
職
員
募
集
を

行
っ
て
い
る
。

答答 質
問

質
問答答

再
質
問

質
問

答

Ｑ
３

ＱＱ  

３
．
３
．
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

再
質
問

再
質
問

質
問答

水郷旧家磯山邸で人力車に乗る新郎と新嫁

答
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一

般

質

問

―
市
政
を
問
う
―

Ｑ
１

ＱＱ  

１
．
１
．
国
体
に
つ
い
て

Ｑ
４

ＱＱ  

４
．
４
．
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

Ｑ
２

ＱＱ  
２
．
２
．
市
道
整
備
に
つ
い
て

質問者　箕 輪 　昇 議員

Ｑ
３

ＱＱ  

３
．
３
．
雑
草
対
策
に
つ
い
て

　

潮
来
市
は
茨
城
国
体
の
正

式
種
目
会
場
と
な
る
が
競
技

用
ボ
ー
ト
施
設
・
駐
車
場
等
の
受
け

入
れ
準
備
は
ど
う
進
め
て
い
く
か
。

生
涯
学
習
課
長

　

30
年
度
の
プ
レ
国
体
、
31

年
度
の
国
体
コ
ー
ス
整
備
、
桟
橋
、

駐
艇
場
な
ど
は
仮
設
施
設
で
の
整
備

を
、
潮
来
ボ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
施
設

は
今
後
の
活
用
も
考
え
、
改
修
を
計

画
し
て
い
る
。
駐
車
場
は
浄
化
セ
ン

タ
ー
隣
の
県
有
地
及
び
日
の
出
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
、
ア
イ
モ
ア
に
予

定
。
土
日
の
ピ
ー
ク
時
は
、
日
の
出

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
も
考
え
て
い
る
。

　

水
上
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ

と
し
て
の
環
境
を
整
え
、
将

来
、
国
外
か
ら
や
社
会
人
、
大
学

サ
ー
ク
ル
を
誘
致
す
れ
ば
市
の
活
性

化
に
な
る
が
い
か
が
か
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長

　

潮
来
市
の
大
き
な
特
色
で

あ
る
ボ
ー
ト
競
技
を
核
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
文
化
交
流
、
地
域

の
活
性
化
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

の
輪
を
広
げ
て
ま
い
り
た
い
。

　

水
原
地
区
の
市
道
（
潮
）

３
８
２
号
線
・
牛
堀
地
区
の

市
道
（
牛
）
２
２
７
９
号
線
の
整
備

計
画
は
。都

市
建
設
課
長

　

３
８
２
号
線
は
、
用
地
地

権
者
へ
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。
用

地
確
保
後
、
速
や
か
に
工
事
を
発
注

し
た
い
。
２
２
７
９
号
線
は
、
19
年

度
か
ら
工
事
に
着
手
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
一
時
中
断
し
て
い
た
が
、

27
年
度
実
施
設
計
を
発
注
し
、
地
区

や
関
係
機
関
と
の
調
整
協
議
を
進
め

て
い
る
。
完
成
は
30
年
頃
の
予
定
。

　

大
生
地
区
し
ら
ほ
園
前
の

市
道
（
潮
）
16
号
線
の
整
備

計
画
と
各
地
区
か
ら
の
要
望
件
数
・

そ
の
達
成
件
数
は
ど
の
位
あ
る
か
。

都
市
建
設
課
長

　

本
年
度
の
整
備
予
定
箇
所

に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
他
の
地

区
の
要
望
内
容
と
も
比
較
検
討
し
、

整
備
計
画
を
立
て
ま
す
が
、
優
先
順

位
が
高
い
と
判
断
し
て
い
る
の
で
、

早
い
時
期
に
着
手
す
る
予
定
。

　

市
街
化
区
域
内
の
空
き
地

の
雑
草
対
策
は
ど
う
か
。

環
境
課
長

　

所
有
者
の
自
主
的
な
管
理

を
お
願
い
し
て
い
る
。
情
報
が
寄
せ

ら
れ
た
場
合
、
現
地
確
認
と
所
有
者

の
調
査
を
行
い
、
文
書
に
て
除
草
の

お
願
い
を
し
て
い
る
。

　

延
方
一
号
堤
の
管
理
は
ど

こ
か
、
ま
た
、
雑
草
地
を
菜

の
花
、
ひ
ま
わ
り
等
の
花
と
変
え
れ

ば
、
観
光
資
源
と
な
り
種
を
搾
油
す

れ
ば
６
次
産
業
に
な
る
と
思
う
が
ど

う
か
伺
う
。

産
業
観
光
課
長

　

エ
リ
ア
が
分
か
れ
て
お

り
、
機
場
ブ
ロ
ッ
ク
は
14
年
度
か
ら

市
で
維
持
管
理
し
て
い
る
。
鰐
川
ブ

ロ
ッ
ク
は
、
管
理
者
が
決
ま
っ
て
お

ら
ず
、
県
が
中
心
と
な
り
調
整
協
議

を
継
続
中
で
す
。
現
在
、
延
方
監

督
管
理
体
制
整
備
推
進
委
員
会
の
も

と
、
潮
来
市
土
地
改
良
区
及
び
延
方

土
地
改
良
区
の
組
合
員
の
方
、
7
地

区
の
住
民
の
方
々
の
参
加
協
力
に
よ

り
、
年
１
回
、
清
掃
活
動
を
実
施
。

市
長

　

管
理
者
の
決
定
が
先
決
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
推
移
を
見
守
っ

た
後
、
ア
イ
デ
ア
を
事
業
に
反
映
さ

せ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
濃
度
・
不
均
一
高
濃
度

乳
腺
で
異
常
が
見
つ
け
に
く

い
場
合
の
判
定
の
伝
え
方
と
市
の
対

応
を
伺
う
。

か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

　

要
精
密
検
査
と
精
密
検
査

不
要
の
い
ず
れ
か
で
お
知
ら
せ
し
て

い
る
。
判
定
が
難
し
い
場
合
、
要
精

密
検
査
と
し
、
専
門
医
の
い
る
医
療

機
関
の
再
検
査
を
お
願
い
し
て
い

る
。
精
密
検
査
不
要
と
の
結
果
で

も
、
続
け
て
の
健
診
を
お
願
い
し
、

自
己
検
診
で
、
腫
瘍
を
発
見
し
た
場

合
に
は
、
速
や
か
に
専
門
医
の
い
る

医
療
機
関
の
受
診
を
勧
め
て
い
る
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
為
の

市
の
今
後
の
取
り
組
み
を
伺

う
。

か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

　

脳
卒
中
や
、
心
筋
梗
塞
等

の
循
環
器
疾
患
、
糖
尿
病
等
の
重
症

化
か
ら
く
る
人
工
透
析
を
予
防
す
る

こ
と
が
重
要
。
健
診
の
受
診
率
向

上
、
生
活
習
慣
改
善
に
向
け
た
保
健

指
導
、
栄
養
指
導
を
引
き
続
き
実
施

し
て
い
く
。

答 質
問

質
問

質
問

答

答質
問答

質
問答 答質

問答

質
問答

質
問

答

国体コースとなる
潮来ボートコース

改修予定の
ボートセンター「あめんぼ」
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一

般

質

問

―
市
政
を
問
う
―

Ｑ
２

ＱＱ  

２
．
２
．
前
川
の
拡
幅
と
橋
の
架

け
替
え
に
つ
い
て

質問者　小沼　英明 議員

Ｑ
１

ＱＱ  

１
．
１
．
入
札
に
つ
い
て

　

①
指
名
競
争
入
札
に
係
る

指
名
業
者
は
、
入
札
執
行
後

に
公
表
す
る
。
②
指
名
競
争
入
札
に

お
い
て
１
社
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

入
札
を
中
止
し
ま
す
。
７
／
13
に
変

更
点
を
公
表
さ
れ
た
が
、
説
明
を
願

う
。

財
政
課
長

　

①
入
札
に
参
加
す
る
者
の

公
正
な
競
争
の
促
進
、
不
正
行
為
の

排
除
の
観
点
か
ら
指
名
業
者
の
公
表

を
入
札
執
行
後
と
し
た
。
②
競
争
参

加
者
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
入

札
を
中
止
と
し
て
い
る
。

　
（
8
／
24
よ
り
見
直

し
）
こ
の
件
に
つ
い
て
説

明
を
願
う
。

財
政
課
長

　

８
／
10
の
変
更
点
と
し

て
、
①
「
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契

約
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
措
置
に

関
す
る
方
針
」
平
成
26
年
９
月
30
閣

議
決
定
の
も
の
を
運
用
し
、
予
定
価

格
の
公
表
を
入
札
執
行
後
と
し
た
。

②
入
札
回
数
を
２
回
ま
で
と
し
、
２

回
で
落
札
者
が
決
定
し
な
い
場
合
、

最
低
価
格
提
示
者
と
最
高
２
回
ま
で

の
見
積
も
り
合
わ
せ
を
行
う
と
い
う

内
容
で
す
。　

予
定
価
格
の
公
表
を

執
行
後
に
す
る
の
は
、

不
信
感
が
募
り
、
知
る
人
だ
け
が
知

る
と
い
う
疑
義
が
で
て
く
る
の
で
は

な
い
か
？
ま
た
、
市
内
業
者
建
設
工

事
、
土
木
建
築
の
部
門
の
等
級
表

（
Ｓ
，
Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
）
を
明
示
し
た

意
義
を
伺
う
。

財
政
課
長

　

指
名
選
考
に
お
い
て
は
、

基
準
を
潮
来
市
請
負
業
者
選
考
規
定

に
よ
り
指
名
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
そ
の
規
定
の
７
条
に
請
負

業
者
の
選
定
に
つ
い
て
付
け
加
え
、

第
８
条
で
優
先
順
位
を
設
け
て
い
ま

す
。

　

7
／
19
執
行
、
28
国
補
潮

公
下
第
２
号
管
路
施
設
工

事
、
予
定
価
格
９
８
５
万
円
の
入
札

結
果
が
し
ば
ら
く
保
留
に
な
っ
て
い

た
。
経
緯
の
説
明
を
願
う
。

財
政
課
長

　

６
３
９
万
円
の
入
札
で
落

札
率
６
４
・
８
７
％
。
予
定
価
格
の

算
出
の
基
礎
と
な
っ
た
直
接
工
事
費

の
額
に
満
た
な
い
場
合
に
当
た
り
、

落
札
者
の
決
定
の
保
留
を
行
っ
た
。

調
査
を
行
い
、
問
題
な
く
施
工
が
で

き
る
こ
と
を
確
認
し
落
札
者
を
決
定

し
た
た
め
、
そ
の
間
、
保
留
の
表
示

を
し
た
。　

落
札
率
６
４
・
９
％
予

め
最
低
価
格
の
設
定
は
な

か
っ
た
の
か
？

財
政
課
長

　

今
回
は
、
潮
来
市
建
設
工

事
等
低
価
格
入
札
処
理
要
綱
に
よ

り
、
低
価
格
の
調
査
を
行
う
と
い
う

状
況
の
も
の
で
し
た
。
最
低
価
格
の

要
綱
に
つ
い
て
は
、
運
用
し
て
い
ま

せ
ん
。　

条
件
付
一
般
競
争
入
札
に

お
い
て
辞
退
が
多
く
な
い

か
？

財
政
課
長

　

８
月
末
現
在
で
９
件
執
行

し
、
う
ち
７
件
10
社
が
入
札
前
に
辞

退
届
を
提
出
。
理
由
の
一
部
と
し

て
、
技
術
者
の
配
置
、
部
材
等
の
調

達
が
困
難
に
な
っ
た
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。　

入
札
に
お
け
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
、
国
交
省
内
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
。
当
市
に
お
い
て

も
１
冊
で
わ
か
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
っ
て
も
ら
え
な
い
か
？

財
政
課
長

　

国
交
省
の
指
定
指
針
等
に

お
い
て
も
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
内
容
に
沿
い
な
が
ら
、
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

副
市
長
が
入
札
の
責

任
者
で
あ
る
が
、
公
明
・

公
正
な
入
札
を
す
る
う
え
で
答
弁
を

願
う
。

副
市
長

　

国
、
県
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も

公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。
入
札
制

度
は
、
当
市
に
お
い
て
今
ち
ょ
う
ど

改
革
の
途
上
に
あ
り
ま
す
。
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
、
よ
り
よ
い
方
向
に

進
む
よ
う
さ
ら
に
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
。　

進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
課
長

　

20
年
の
長
い
道
の
り
、
県

潮
来
土
木
事
務
所
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
27
年
度
よ
り
出
島
橋
の
改
修
工

事
を
進
め
て
い
る
。
橋
梁
架
設
工
事

は
、
旧
橋
の
撤
去
か
ら
新
橋
へ
の
完

成
ま
で
約
３
年
の
工
事
期
間
が
必
要

で
す
。
ま
こ
も
橋
の
橋
梁
工
事
を
先

行
し
、
拡
幅
区
間
の
下
流
位
置
か
ら

ま
こ
も
橋
ま
で
、
順
次
築
堤
、
護

岸
、
道
路
整
備
を
行
う
予
定
。
上
流

区
間
も
、
橋
梁
工
事
を
先
行
、
下
流

側
か
ら
築
堤
、
護
岸
、
道
路
整
備
を

行
う
予
定
。

答答 質
問

質
問答

再
質
問

再
々
質
問

答

再
質
問

質
問答

質
問答再

質
問

答

答再
々
質
問

答
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一

般

質

問

―
市
政
を
問
う
―

質問者　大野　政則 議員

Ｑ
１

ＱＱ  

１
．
１
．
Ｈ
25
年
度
の
台
風
26
号

の
前
川
沿
岸
の
浸
水
防
止
対

策
に
つ
い
て

　

浸
水
被
害
状
況
、
被
害
発

生
の
要
因
、
対
応
状
況
は
。

総
務
課
長

　

床
上
浸
水
２
件
、
床
下
浸

水
14
件
。
記
録
的
な
大
雨
が
短
時
間

で
降
り
、
石
田
川
、
稲
井
川
等
々
の

内
水
が
前
川
に
流
れ
込
ん
だ
こ
と
が

要
因
。
霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所
、
潮
来

土
木
事
務
所
と
連
携
を
図
り
、
前
川

水
門
の
閉
鎖
を
要
請
、
消
防
団
に
土

の
う
積
み
や
消
防
車
で
の
排
水
を
要

請
し
た
。

　

大
雨
時
に
お
け
る
浸
水
被

害
防
止
対
策
に
お
い
て
の
、

関
係
機
関
と
の
連
携
、
対
応
は
。

総
務
課
長

　

霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所
、
潮

来
土
木
事
務
所
と
水
位
情
報
を
共
有

し
、
親
密
に
連
携
。
水
位
が
１
・
５

ｍ
を
超
え
る
と
、
水
防
団
待
機
水
位

と
な
る
。

　

関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提

出
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
対
応
か
。

総
務
課
長

　

霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所
長
宛

て
に
、
台
風
等
に
対
す
る
前
川
排
水

施
設
の
柔
軟
な
運
用
を
求
め
る
要
望

書
を
平
成
26
年
２
月
17
日
付
で
提
出
。

　

前
川
中
流
部
の
河
川
改
修

計
画
『
上
米
橋
か
ら
閘
門
間

に
お
け
る
浸
水
対
策
』
は
。

都
市
建
設
課
長

　

平
成
16
年
度
に
前
川
橋
か

ら
上
流
は
治
水
対
策
が
完
了
。
稲
井

川
合
流
点
か
ら
前
川
橋
の
間
、
前
川

の
右
岸
側
、
一
部
低
い
堤
防
が
あ

り
、
中
流
部
の
河
川
拡
幅
工
事
完
了

後
に
順
次
整
備
を
行
う
。

　

情
報
公
開
請
求
件
数
並
び

に
開
示
率
は
。

総
務
課
長

　

別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

情
報
公
開
制
度
は
、
検
討

段
階
、
審
議
過
程
の
文
書

も
、
開
示
対
象
文
書
で
は
。

総
務
課
長

　

条
例
改
正
後
の
規
定
に
よ

り
運
用
を
図
る
。

　

情
報
発
信
室
が
設
置
さ
れ

た
が
、
今
後
の
進
め
方
は
。

秘
書
政
策
課
長

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
、
積
極

的
な
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
、

市
民
目
線
で
わ
か
り
や
す
い
も
の
に

し
て
い
く
。

　

パ
プ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に

関
す
る
要
網
は
整
備
さ
れ
て

い
な
い
が
、
今
後
の
対
応
は
。

秘
書
政
策
課
長

　

早
急
に
進
め
て
い
く
。

　

土
地
利
用
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し

て
き
た
か
。

秘
書
政
策
課
長

　

10
年
来
、
県
に
、
一
般
県

道
潮
来
・
佐
原
線
の
整
備
促
進
及
び

路
線
沿
い
の
市
街
化
調
整
区
域
の
立

地
条
件
の
緩
和
等
の
弾
力
的
な
運
用

措
置
を
要
望
し
て
い
る
。

　

同
沿
線
は
農
地
だ
が
、
農

業
振
興
地
域
か
ら
除
外
さ
れ

た
経
緯
等
は
。

産
業
観
光
課
長

　

昭
和
49
年
３
月
策
定
の
潮

来
町
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
農

用
地
区
域
の
設
置
方
針
に
道
路
沿
線

市
街
地
、
ま
た
は
住
宅
地
と
し
て
開

発
の
進
み
つ
つ
あ
る
国
道
、
県
道
沿

線
の
農
用
地
を
除
外
し
た
と
思
わ
れ

る
。

　

道
路
整
備
（
四
車
線
化
）

進
捗
状
況
及
び
整
備
計
画
は
。

都
市
建
設
課
長

　

大
洲
水
神
森
〜
潮
来
駅
間

の
全
長
２
１
０
０
ｍ
の
区
間
で
計

画
。
大
洲
水
神
森
〜
山
本
葬
祭
前
の

区
間
７
０
０
ｍ
を
本
年
度
実
施
し

て
お
り
、
年
度
末
に
供
用
開
始
の
予

定
。
今
年
度
以
降
の
具
体
的
な
整
備

計
画
は
現
時
点
で
は
未
定
。

　

同
沿
線
の
開
発
に
当
た
っ

て
の
土
地
利
活
用
計
画
は
。

秘
書
政
策
課
長

　

農
業
振
興
地
域
か
ら
除
外

さ
れ
て
い
る
75
ｍ
の
範
囲
の
地
権
者

に
対
し
て
土
地
利
用
意
向
調
査
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
の
県
政
要
望
へ

活
用
し
て
い
く
。

　
『
休
息
施
設
を
備
え
た
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
』
を

同
沿
道
に
建
築
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

都
市
建
設
課
長

　

都
市
計
画
法
第
３
４
条
９

号
を
踏
ま
え
る
と
、
主
た
る
目
的
が

物
販
店
を
占
め
て
お
り
、
自
動
車
の

運
転
者
の
休
憩
施
設
に
は
該
当
し
な

い
の
で
、
建
築
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

他
県
ま
た
は
県
内
で
、

調
整
区
域
の
除
外
他
に
お

い
て
緩
和
さ
れ
、
建
設
さ
れ
た
記
録

が
あ
る
が
、
県
に
対
し
て
の
要
望
は

考
え
て
い
る
か
。

都
市
建
設
課
長

　

県
政
要
望
の
中
に
、
立
地

基
準
の
緩
和
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
開
発
可
能
、
立
地
が
で
き
る
よ

う
な
形
で
の
基
準
の
緩
和
を
要
望
し

て
ま
い
り
た
い
。

答答 質
問

質
問答

答答

質
問答

答

質
問

答

質
問

Ｑ
２

ＱＱ  

２
．
２
．
真
に
開
か
れ
た
行
政
運

営
と
情
報
公
開
に
つ
い
て

答答答 質
問

質
問

質
問

質
問答Ｑ

３
ＱＱ  

３
．
３
．
県
道
潮
来
・
佐
原
線
沿

道
に
お
け
る
土
地
利
用
計
画

に
つ
い
て

質
問答

質
問答質

問

質
問

年度 情報公開
請求件数 開示率

H23 ６件  80％
H24 ４件 100％
H25 ５件 100％
H26 17件  93％
H27 27件 100％

再
質
問
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一

般

質

問

―
市
政
を
問
う
―

質問者　小 峰 　進 議員

Ｑ
１

ＱＱ  

１
．
１
．
国
民
健
康
保
険
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

　

特
定
健
診
、
特
定
保
健
指

導
の
実
施
率
は
。
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
及
び

予
備
軍
の
減
少
は
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
使
用
促
進
状
況
は
。

市
民
課
長

　

各
実
施
率
等
は
、
下
表
の

と
お
り
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
希
望
カ
ー
ド
や
保
険
証
等
に
張
る

シ
ー
ル
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
保
険

証
の
切
替
時
、
被
保
険
者
全
員
に
配

布
市
民
課
と
か
す
み
保
健
セ
ン
タ
ー

に
窓
口
配
布
用
と
し
て
、
常
備
し
医

療
機
関
等
に
も
協
力
要
請
を
依
頼
し

て
い
ま
す
。
年
２
回
に
わ
た
り
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
か
え

た
場
合
の
差
額
通
知
を
発
送
し
、
軽

減
で
き
る
金
額
の
目
安
を
対
象
者
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
利
用
促
進
に
向

け
、
積
極
的
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
使

用
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

消
防
団
組
織
内
の
災
害
時

に
お
け
る
情
報
伝
達
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
区
長

も
含
め
全
消
防
団
員
へ
の
一
斉
メ
ー

ル
で
の
情
報
発
信
（
坂
東
市
が
導
入

し
た
受
信
者
が
情
報
を
聞
い
た
見
た

か
を
確
認
で
き
る
も
の
）
導
入
で
き

な
い
の
か
。

総
務
課
長

　

ま
ず
、
消
防
団
長
か
ら
副

団
長
及
び
本
部
つ
き
分
団
長
へ
災
害

応
急
対
策
の
決
定
方
針
に
基
づ
く
指

示
が
さ
れ
ま
す
。
次
に
、
副
団
長
及

び
本
部
つ
き
分
団
長
↓
13
部
の
各
分

団
長
↓
40
部
の
各
部
長
↓
各
団
員
へ

指
示
が
伝
達
さ
れ
、
災
害
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線

と
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
の
配
信
、
消
防
署
か
ら

情
報
を
受
信
で
き
る
受
令
機
を
各
消

防
車
両
40
部
に
配
備
。
一
斉
メ
ー
ル

は
、
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
へ
の
配
信

登
録
の
普
及
を
進
め
な
が
ら
、
一
斉

に
情
報
が
伝
達
さ
れ
る
形
の
も
の
を

研
究
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

　

危
険
回
避
の
た
め
、
市
道

の
拡
張
は
で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長

　

市
道
（
潮
）
２
級
29
号
線

は
、
既
存
舗
装
幅
員
が
狭
い
と
こ
ろ

で
４
・
５
ｍ
、
広
い
と
こ
ろ
で
５
・

６
ｍ
、
平
均
約
５
ｍ
、
現
在
の
交
通

量
を
考
え
る
と
、
十
分
と
考
え
て
い

ま
す
。
大
変
危
険
で
あ
る
の
は
、
ス

ピ
ー
ド
超
過
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
道
路
管
理
者
と
し
て
速

度
制
限
で
き
な
い
か
を
交
通
管
理
者

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

特
に
高
齢
者
の
運
転
手

に
と
っ
て
は
、
道
路
幅
の

感
覚
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
引
く
こ
と
は
で
き

な
い
か
。
余
剰
地
的
な
と
こ
ろ
を
広

げ
て
拡
張
で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長

　

車
道
幅
員
５
・
５
ｍ
あ
れ

ば
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
は
引
け
ま
す
。

現
状
、
平
均
５
ｍ
で
す
と
、
路
肩
に

50
㎝
ず
つ
の
区
画
線
の
設
置
は
可
能

で
あ
り
ま
す
。
余
剰
地
的
な
部
分

の
拡
張
に
つ
い
て
は
、
現
地
を
確
認

し
、
検
討
を
し
ま
す
。

　

新
規
就
農
希
望
者
並
び
に

農
地
所
有
適
格
法
人
（
農
業

法
人
）
設
立
希
望
者
へ
の
具
体
的
な

取
り
組
み
は
。

産
業
観
光
課
長

　

新
規
就
農
の
方
に
対
し
て

は
、
青
年
就
農
給
付
金
制
度
が
あ

り
、
青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起
と
就

農
後
の
定
着
を
図
る
た
め
、
最
大
で

総
額
１
５
０
万
ま
で
の
給
付
。
農
地

所
有
適
格
法
人
に
は
、
農
業
経
営
法

人
化
等
支
援
事
業
が
あ
り
、
集
落
へ

の
組
織
、
複
数
経
営
の
法
人
化
な
ど

の
取
り
組
み
に
、
定
額
で
40
万
円
の

支
援
が
あ
り
ま
す
。

答 質
問

質
問

答

質
問 答答

Ｑ
２

ＱＱ  

２
．
２
．
災
害
時
の
一
斉
メ
ー
ル

導
入
に
つ
い
て

Ｑ
４

ＱＱ  

４
．
４
．
農
業
後
継
者
づ
く
り
に

つ
い
て

再
質
問

Ｈ26 県平均 制度指標
特定健診受診率 39％ 34.6％ 60％
特定保健指導率  県内トップ67.8％ 60％

Ｈ25 Ｈ26 改善
メタボ該当者
減少率 22.6％ 23.2％ 0.6％改善

メタボ予備軍
減少率 16.2％ 20.4％ 4.2％改善

質
問答

リ予医

Ｑ
３

ＱＱ  

３
．
３
．
旧
神
宮
橋
か
ら
鰐
川
沿
い

の
一
号
提
の
市
道
に
つ
い
て

Ｈ27については集計中
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一

般

質

問

―
市
政
を
問
う
―

Ｑ
３

ＱＱ  

３
．
３
．
水
郷
旧
家
磯
山
邸
に
つ
い
て

質問者　兼平　直紀 議員

Ｑ
１

ＱＱ  

１
．
１
．
防
災
拠
点
と
し
て
の

　

市
役
所
庁
舎
に
つ
い
て

　

災
害
活
動
の
中
心
拠
点
と

な
り
、
市
民
が
利
用
し
、
活

動
主
体
と
な
る
職
員
が
い
る
市
庁
舎

や
市
が
所
有
す
る
施
設
（
公
民
館
・

学
校
・
給
食
セ
ン
タ
ー
等
）
の
耐
震

基
準
は
満
た
し
て
い
る
か
。

財
政
課
長

　

小
・
中
学
校
は
、
耐
震
化

済
み
で
、
現
在
、
公
民
館
の
建
物
の

耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。
本
庁
舎
全

体
に
お
い
て
は
、
補
強
耐
震
対
策
は

十
分
で
あ
る
と
据
え
て
い
る
が
、
本

庁
舎
裏
の
別
館
は
、
耐
震
基
準
を
下

回
っ
て
い
る
。
施
設
が
古
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
補
強
に
係
る
費
用
、

利
用
方
法
等
に
つ
い
て
本
庁
舎
全
体

を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
基
金
を
利
用
し
て
①

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
と
、

②
男
女
共
用
と
な
っ
て
い
る
ト
イ
レ

の
改
善
、
③
車
の
出
入
り
口
の
整
備

等
、
市
民
に
優
し
い
庁
舎
に
す
る
た

め
に
使
え
な
い
か
。

財
政
課
長

　

①
と
②
は
改
善
の
た
め
の

工
事
、
③
は
庁
舎
全
体
に
付
随
す
る

工
事
で
す
の
で
基
金
を
利
用
で
き
ま

す
。　

　

こ
の
施
設
は
、
地
方
創

生
事
業
の
補
助
金
を
利
用

し
た
も
の
で
す
が
、
民
間
が
運
営
し

て
、
雇
用
や
収
益
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長

　

指
定
管
理
者
、
一
般
の
民

間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
、
広
く
公

募
を
か
け
る
な
ど
、
し
っ
か
り
と
し

た
事
業
者
を
見
つ
け
て
い
く
方
向
性

で
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
磯
山
邸
周
辺
、
津

軽
河
岸
跡
の
事
業
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

秘
書
政
策
課
長

　

磯
山
邸
を
含
め
、
津
軽
河

岸
及
び
前
川
周
辺
は
、「
前
川
歴
史

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
実
施
計

画
」、
県
と
共
同
で
策
定
し
た
「
前

川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の

計
画
を
も
と
に
、
事
業
実
施
を
検
討

し
て
い
る
が
、
住
民
の
皆
様
の
声
を

大
切
に
し
な
が
ら
実
行
出
来
る
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
。

　

借
地
契
約
の
敷
地
は
、
今

後
も
契
約
を
続
け
る
し
か
な

い
の
か
、
別
な
対
応
も
考
え
て
い
る

の
か
。

市
長

　

今
は
、
借
地
と
い
う
こ
と

で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

安
定
し
て
あ
や
め
ま
つ
り
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
も
、
出
来
れ
ば
、
土
地

の
確
保
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
素
晴
ら
し
い

が
、
公
園
規
模
が
近
隣
に
比

べ
小
さ
い
。
大
き
く
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

市
長

　

今
現
在
の
計
画
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

県
主
導
で
進
ん
で
い
る

「
一
級
河
川
前
川
改
修
事

業
」
を
利
用
し
て
、
前
川
左
岸
に
新

し
い
あ
や
め
公
園
を
造
り
、
道
の
駅

の
水
路
と
連
動
し
た
事
業
を
考
え
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長

　

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
ア
ヤ

メ
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
は
あ
る
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
基

本
的
な
前
川
の
河
川
、
か
わ
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
着
実
に
進
め
て
い
く
方

針
で
す
。
国
、
県
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

心
理
発
達
相
談
員
、
保
健

士
等
を
常
駐
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　

発
達
に
関
す
る
問
題
は
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
治
る
事
例
・

軽
減
さ
れ
る
事
例
が
あ
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

子
育
て
支
援
課
長

　

移
動
発
達
相
談
で
心
理
相

談
員
と
同
行
す
る
保
健
士
は
、
か
す

み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
常
駐
し
て

い
ま
す
。
心
理
相
談
員
の
常
駐
が
理

想
的
で
す
が
、
人
員
確
保
が
難
し
い

の
が
現
状
で
す
。
鹿
行
管
内
で
も
同

じ
状
態
で
す
の
で
、
広
域
的
な
体
制

づ
く
り
も
含
め
て
検
討
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

答答 質
問

質
問

質
問

答質
問答答

質
問答

Ｑ
２

ＱＱ  

２
．
２
．
市
庁
舎
の
改
築
と
庁
舎

建
設
基
金
の
今
後
の
活
用
・

利
用
に
つ
い
て

再
質
問

答答

Ｑ
４

ＱＱ  

４
．
４
．
今
後
の
あ
や
め
ま
つ

り
・
水
郷
潮
来
あ
や
め
公
園

に
つ
い
て

質
問

Ｑ
５

ＱＱ  

５
．
５
．
保
育
所
・
幼
稚
園
に
訪
問

し
、
発
達
等
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
る
移
動
発
達
相
談
に
つ
い
て

津軽河岸イメージパース
（平成21年度 前川歴史を活か
したまちづくり計画より）

質
問
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一

般

質

問

―
市
政
を
問
う
―

Ｑ
２

ＱＱ  

２
．
２
．
あ
や
め
ま
つ
り
に
つ
い
て

質問者　平田　健三 議員

Ｑ
４

ＱＱ  
４
．
４
．
牛
堀
地
区
の
活
性
化
に

つ
い
て

Ｑ
３

ＱＱ  

３
．
３
．
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

に
つ
い
て

Ｑ
１

ＱＱ  

１
．
１
．
無
料
学
習
教
室
の
開
設

に
つ
い
て

　

実
施
に
あ
た
り
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
か
。

社
会
福
祉
課
長

　

対
象
児
童
・
生
徒
の
範
囲

を
ど
う
す
る
か
。
指
導
力
の
あ
る
人

材
確
保
や
指
導
員
を
取
り
ま
と
め
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
確
保
な
ど
、

指
導
員
の
必
要
人
数
を
ど
う
確
保
す

る
の
か
。
開
設
場
所
の
設
定
を
ど
こ

に
す
る
の
か
。
実
施
日
、
時
間
、
回

数
は
ど
う
す
る
の
か
。
学
習
支
援
内

容
や
教
材
、
指
導
方
法
を
ど
う
す
る

の
か
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
あ
る
。

　

い
つ
か
ら
実
施
を
検
討
し

て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長

　

学
習
支
援
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
組
織
横
断
的

に
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
今
月
は
、

先
行
自
治
体
の
視
察
を
予
定
し
て
お

り
、
実
施
状
況
を
調
査
す
る
。
こ
う

し
た
調
査
研
究
を
重
ね
な
が
ら
平
成

29
年
度
中
の
実
施
を
目
指
し
て
い

る
。

　

今
後
あ
や
め
園
を
整
備

し
、
付
加
価
値
を
つ
け
継
続

す
る
た
め
に
も
入
園
料
の
検
討
を
提

案
し
ま
す
。

産
業
観
光
課
長

　

あ
や
め
園
の
有
料
化
に
つ

い
て
は
、
あ
や
め
ま
つ
り
実
行
委
員

会
の
中
で
も
提
案
さ
れ
て
い
て
、

様
々
な
意
見
が
あ
る
。
審
議
会
等
を

設
置
し
、
有
識
者
や
関
係
者
に
よ

り
検
討
を
重
ね
る
方
向
で
考
え
て
い

る
。

市
長

　

こ
れ
か
ら
審
議
会
等
を
開

き
、
条
例
改
正
も
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
な
ど
、
い
く
つ
か
の
ハ
ー
ド
ル

が
あ
る
。
こ
れ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、

住
民
や
関
係
者
、
商
工
業
者
の
皆
様

の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
財
源
確
保

が
で
き
る
よ
う
な
あ
や
め
ま
つ
り
に

し
て
い
き
た
い
。

　

区
長
の
要
望
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

の
か
。

総
務
課
長

　

総
務
課
で
２
４
２
件
の
要

望
が
あ
り
、
主
な
も
の
は
防
犯
灯
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
新
設
や
修
繕
で
、

お
お
む
ね
年
度
内
に
対
応
す
る
が
、

で
き
な
い
場
合
は
区
長
に
説
明
し
て

い
る
。

　

復
興
工
事
推
進
事
務
所
で
は
３
件

の
要
望
が
あ
り
、
主
に
歩
道
の
修
繕

で
、
対
応
は
済
ん
で
い
る
。

　

都
市
建
設
課
で
は
45
件
の
要
望
が

あ
り
、
年
度
内
に
お
お
む
ね
対
応
す

る
が
、
道
路
や
排
水
設
備
整
備
な
ど

の
大
規
模
な
要
望
に
つ
い
て
は
、
財

政
事
情
や
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
説

明
し
て
い
る
。

　

潮
来
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
の
整
備
、
イ
ベ
ン
ト
で
牛

堀
地
区
の
活
性
化
を
提
案
す
る
が

秘
書
政
策
課
長

　

現
在
、
茨
城
県
や
霞
ヶ
浦

周
辺
自
治
体
で
、
様
々
な
サ
イ
ク
リ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。
潮
来
市

で
も
国
の
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し

た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

を
計
画
し
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
具

体
的
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。
牛
堀
地
区
の
コ
ス
モ
ス
畑
や
北

斎
公
園
、
権
兼
山
公
園
な
ど
、
地
域

の
資
源
と
魅
力
を
生
か
し
た
サ
イ
ク

リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
研
究
し
て
い

く
。

答答 質
問

質
問

質
問

質
問

質
問答答

答

上戸川コスモス畑

答

水郷潮来あやめ園
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７　

月

３
日　

潮
来
市
水
防
訓
練 

議
長

５
日　

茨
城
県
議
長
会
研
修 

議
長

６
日　

茨
城
県
議
長
会
視
察 

議
長

10
日　

あ
や
め
一
人
一
鉢
運
動 

関
係
議
員

13
日　

水
戸
神
栖
線
・
玉
里
水
戸
線
道
路
建
設
期
成

　
　
　

同
盟
総
会 

議
長

13
日
〜
14
日　

広
報
編
集
委
員
会
視
察
研
修

17
日　

水
原
八
坂
神
社
御
祭
礼 

関
係
議
員

19
日　

霞
ケ
浦
治
利
水
同
盟
会 

議
長

　
　
　

東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
期
成
同
盟
会 

議
長

　
　
　

国
道
51
号
鹿
嶋
・
潮
来
バ
イ
パ
ス
期
成
同
盟 

議
長

21
日　

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

議
長

　
　
　

潮
来
お
祭
り
委
員
会
理
事
会 

関
係
議
員

22
日　

県
東
議
長
会
定
例
会 

議
長

26
〜
27
日　

総
務
建
設
委
員
会
研
修　

　
　
　
　
　

教
育
福
祉
経
済
委
員
会
研
修 

29
日　

水
郷
潮
来
あ
や
め
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

関
係
議
員

30
日　

日
の
出
神
幸
祭 

関
係
議
員

31
日　

硯
宮
神
社
祭
礼 

関
係
議
員

　
　
　

延
方
相
撲
例
大
祭 

関
係
議
員

 　

８　

月

７
日　

下
田
祇
園
例
大
祭 
関
係
議
員

17
日　

民
生
委
員
推
薦
会 
議
長

18
日　

人
権
教
育
研
修
会 

関
係
議
員

　
　
　

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
交
流
会 

関
係
議
員

20
日　

水
郷
潮
来
花
火
大
会 

関
係
議
員

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

東
関
東
自
動
車
道
等
中
央
要
望 

議
長

23
日　

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

25
日　

総
務
建
設
委
員
会
協
議
会

　
　
　

国
保
運
営
協
議
会 

議
長

26
日　

教
育
福
祉
経
済
委
員
会
協
議
会

30
日　

全
員
協
議
会
（
告
示
、
議
案
配
付
）

　

９　

月

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
日　

９
月
本
会
議　

定
例
会　

初
日

９
日　

社
会
福
祉
大
会
実
行
委
員
会 

議
長

13
日　

９
月
定
例
会　

一
般
質
問

14
日　

９
月
定
例
会　

一
般
質
問

15
日　

９
月
定
例
会　

一
般
質
問

16
日　

９
月
定
例
会　

本
会
議

17
日　

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
大
会 

関
係
議
員

18
日　

潮
来
市
消
防
操
法
大
会 

関
係
議
員

20
日　

総
務
建
設
委
員
会

21
日　

教
育
福
祉
経
済
委
員
会

22
日　

潮
来
市
戦
没
者
追
悼
式 

関
係
議
員

23
日　

９
月
定
例
会　

本
会
議　

最
終
日

24
日　

月
ま
つ
り 

関
係
議
員

　
　
　

潮
来
・
牛
堀
・
日
の
出
小
学
校
運
動
会 

関
係
議
員

25
日　

敬
老
会 

関
係
議
員

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

　多年にわたり地方自治の発展と市政の向上に貢献された議員が表彰
されました。おめでとうございます。

全国市議会議長会表彰
　今泉　利拓　議員　（議会議員　１５年）
　薄井　征記　議員　（議会議員　１５年）
　小沼　英明　議員　（議会議員　１５年）

自治功労者表彰自治功労者表彰
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研 

修 

報 

告　

７
／
26
〜
７
／
27

視
察 

公
民
連
携
で
活
性
化
！

岩
手
県
紫
波
町
（
し
わ
ち
ょ
う
）

　

都
市
部
の
盛
岡
市
と
花
巻
市
の
中
間
部
に
位
置
す
る
、
人
口

３
万
２
千
人
の
農
村
地
帯
で
東
北
本
線
紫
波
中
央
駅
前
の
町
有
地

１
０
・
７
ha
の
都
市
整
備
事
業
を
※
１
※
１
公
民
連
携
の
※
２
※
２
「
オ
ガ
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
推
進
。
エ
リ
ア
内
に
は
県
の
サ
ッ
カ
ー

場
、
官
民
施
設
、
役
場
庁
舎
な
ど
整
然
と
配
置
さ
れ
、
エ
コ
ハ
ウ

ス
57
戸
も
分
譲
建
設
さ
れ
て
お
り
、
各
施
設
と
も
地
元
産
の
木
材

を
主
要
な
構
造
材
と
し
、
皮
や
端
材
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
エ
ネ
ル

ギ
セ
ン
タ
ー
も
設
置
さ
れ
徹
底
し
た
地
産
地
消
の
取
り
組
み
工
夫

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
町
民
・
企
業
・
行
政
の
協
議
、
住
民
説
明

会
な
ど
参
加
す
る
各
組
織
団
体
の
納
得
・
協
力
の
上
で
推
進
さ
れ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
が
町
全
額
出
資
の
オ
ガ
ー
ル
株
式
会
社
で

す
が
、
企
画
運
営
が
主
な
業
務
の
た
め
研
修
視
察
の
受
け
入
れ
は

重
要
な
収
入
源
の
よ
う
で
す
。

解  

説

　

  

※
１
※
１
公
民
連
携
と
は
、
行
政
と
民
間
事
業
者
が
協
働
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
事
業
効
率
の
ア
ッ
プ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

を
言
い
、
様
々
な
形
態
が
あ
り
ま
す
。

　

  

※
２
※
２
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
駅
」
を
意
味

す
る
「
Ｇ
ａ
ｒ
ｅ
」（
ガ
ー
ル
）
と
紫
波
の
方
言
で
「
成
長
」
を
意
味
す
る

「
お
が
る
」
を
合
わ
せ
た
造
語
で
紫
波
中
央
駅
前
都
市
整
備
事
業
の
こ
と
。

視
察 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
推
進
！

岩
手
県
雫
石
町
（
し
づ
く
い
し
ち
ょ
う
）

　

盛
岡
市
か
ら
西
へ
秋
田
県
堺
の
人
口
１
万
７
千
人
の
農
村
地
帯

で
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
「
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
形
成
推
進
事
業
」

を
展
開
。
事
業
の
趣
旨
は
少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化
・
生
活
様
式

の
多
様
化
等
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
安
否
確
認
・
救
護
救
助
・
相

互
支
援
な
ど
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
さ
が
見
直
さ
れ
て
き

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
行
政
か
ら
各
地
区
の
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
に

自
治
会
活
動
や
自
主
防
止
活
動
に
対
し
活
動
費
の
助
成
を
し
、
地

域
内
の
生
命
を
守
る
共
助
の
取
り
組
み
強
化
（
地
域
力
ア
ッ
プ
・

自
治
力
ア
ッ
プ
）
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

74
地
区
の
う
ち
64
地
区
が
活
動
に
参
加
し
、
平
成
27
年
度
の
活

動
交
付
額
は
８
５
１
万
円
で
し
た
。

　

今
回
、
都
市
部
に
挟
ま
れ
た

田
園
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
を

目
指
す
取
り
組
み
と
人
口
減
少

に
苦
し
む
山
間
部
の
取
り
組
み

を
見
て
き
ま
し
た
が
、
潮
来
市

に
お
い
て
も
鹿
島
開
発
時
に
短

期
間
で
で
き
た
大
山
団
地
や
、

新
住
民
が
多
く
自
治
会
へ
の
未

加
入
が
多
い
日
の
出
地
区
な
ど

共
通
す
る
問
題
点
が
多
く
、
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
潮
来
市
で
の
活
性
化

に
提
言
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

議会が　もっと　近くなる
委 員 会 紹 介

市政の課題に取り組みます。
☑☑ 常 任 委 員 会 常 任 委 員 会　市政の課題や市の事務を分野別に調査・審査しています。
 □ □  特 別 委 員 会 特 別 委 員 会　特定の問題について調査・審査します。
　　　　　　　　　 （現在設置されているものはありません）
  □□ 議会運営委員会 議会運営委員会　議会が円滑かつ効率的に進行するよう調査・審査しています。

総
務
建
設
委
員
会

所
管　

秘
書
政
策
、
総
務
、
財
政
、
税
、
会
計
・
企
業
誘
致
、
都
市
計
画
、
道
路
、
水
道
、
下
水
道
等
に
関
す
る
事
項
な
ど

◎
笠
間
丈
夫　
　

○
箕
輪　

昇　
　

今
泉
利
拓　
　

粟
飯
原
治
雄　
　

小
沼
英
明　
　

飯
島
康
弘　
　

大
野
政
則　
　

兼
平
直
紀

常
任
委
員
会

◎…委員長　○…副委員長
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住みよいまちづくりのため、
　市政の課題は様々な分野にわたります。そこで分野別に議案や請願の審査を
行うために設けられたのが委員会。少人数で専門的な議論を進めます。
　また、委員会では、事務事業の比較調査、政策研究等のための行政視察も実
施しています。

「委員会」って何だろう？

教
育
福
祉
経
済
委
員
会

所
管　

教
育
、
福
祉
、
保
健
、
保
険
年
金
、
産
業
観
光
、
環
境
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
事
項
な
ど

◎
沼
里
真
一
郎　
　

○
飯
田
幸
弘　
　

薄
井
征
記　
　

田
崎　

清　
　

平
田
健
三　
　

兼
平
好
一　
　

小
峰　

進　
　

阿
部
慶
介

市議会の委員会に注目！

　
　

研 

修 

報 

告　

７
／
26
〜
７
／
27

視
察    

年
１
２
０
万
人
が
訪
れ
る

　
　
　

  

群
馬
県
川
場
村
の
道
の
駅
川
場
田
園
プ
ラ
ザ

　

群
馬
県
川
場
村
は
35
年
前
に

東
京
都
世
田
谷
区
と
ふ
る
さ

と
協
定
を
結
び
来
訪
区
民
は

１
７
０
万
人
。
道
の
駅
川
場
田

園
プ
ラ
ザ
は
23
年
前
設
立
（
道

の
駅
い
た
こ
15
年
前
）
で
地
場

産
業
の
新
商
品
開
発･

訪
れ
た

い
道
の
駅
関
東
５
年
連
続
１

位
・
地
域
経
済
貢
献
で
（
全
国

１
０
４
０
駅
中
）
全
国
モ
デ
ル

（
６
駅
）･

重
点
（
35
駅
）
に

選
ば
れ
た
道
の
駅
で
す
。
東
京

ド
ー
ム
１
・
５
倍
の
広
さ
へ
家
族
で
１
日
滞
在
で
き
る
11
施
設
（
体

験
型
も
木
工･

陶
芸
ろ
く
ろ
・
芝
ソ
リ
）
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
時
に

は
１
時
間
も
の
渋
滞
か
ら
イ
ベ
ン
ト
に
は
頼
ら
ず
年
１
２
０
万
人

来
訪
（
道
の
駅
い
た
こ
昨
年
度
54
万
人
超･

年
間
取
引
８
億
円
過
去

最
高
共
）。
ア
レ
ル
ギ
ー
フ
リ
ー
米
粉
食
パ
ン
も
人
気
で
、
農
産
物

提
供
は
常
に
３
０
０
名
、
昼
に
売
切
れ
の
一
斉
メ
ー
ル
へ
免
許
返

納
の
高
齢
提
供
者
が
自
転
車
で
持
っ
て
来
て
、
生
き
が
い
健
康
対

策
と
雇
用
の
場
で
す
。
道
の
駅
い
た
こ
や
観
光
商
工
農
政
へ
活
か

し
て
い
き
ま
す
。

視
察 

新
潟
県
燕
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
民
間
な
が
ら
地
域
福
祉
の
中
核
を
担
い
重

要
で
す
。
新
潟
県
燕
市
社
協
の
先
進
活
動
①
※
１
※
１
Ｃ
Ｓ
Ｗ
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
を
活
用
し
た
各
地
域
支
え
合
い

活
動
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア･

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
事
業
③
福
祉
後
見･

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
事
業
④
燕
市
人
口
8
万
人･

潮
来
市
１
・
５
倍

面
積
で
の
※
２
※
２
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
予
約
セ
ン
タ
ー
業
務
を
研
修

し
、
各
地
で
ミ
ニ
講
座･

相
談
事
業･

サ
ロ
ン
等
が
盛
ん
で
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
員
の
高
齢
化
は
同
様
で
し
た
。
収
入
強
化
へ
は
映
像

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
社
協
の
役
割
を
Ｐ
Ｒ
宣
伝
し
、
会
費
は
一
般･

賛
助･

特

別
の
他
、
年
５
万
円
の
会
員
が
あ
り
、
社
協
本
部
の
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
と
５
支
所
（
ふ
れ
あ
い
喫
茶
、
就
労･

障
が
い
者
支
援･

老

人
セ
ン
タ
ー
等
）
を
指
定
管
理
し
て
い
ま
す
。
社
協
正
職
員
35
名

（
潮
来
社
協
３
名
）
で
、
市
か
ら
人
件
費
補
助
も
充
実
し
、（
潮
来

社
協
は
連
続
赤
字
決
算
と
財
政
調
整
基
金
の
枯
渇
と
支
払
資
金
残

高
不
足
の
恐
れ
あ
る
）
福
祉
の
赤
字
を
市
が
補
っ
て
い
ま
し
た
。

委
員
会
は
福
祉
増
進
へ
尽
力
し
ま
す
。

解
説　

　

  

※
１
※
１
地
域
に
お
い
て
生
活
上
の
課
題
を
抱
え
る
個
人
や
家
族
に
対
す
る
個
別

支
援
と
、
そ
れ
ら
の
人
々
が
暮
ら
す
生
活
圏
の
環
境
整
備
や
住
民
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
と
い
っ
た
地
域
支
援
を
行
う
者
。

　

  

※
２
※
２
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
は
、
電
話
で
予
約
し
て
、
自
宅
や
出
先
か
ら
、

市
内
の
目
的
地
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
予
約
制
の
乗
合
ワ
ゴ
ン
車
で
す
。
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※ 平成27年度から地方創生交付金を活用し、水郷旧家磯山邸の耐震補強改修工事を含めた事
業を進めている中、隣接する旧ＪＡ倉庫（石蔵）をはじめとする津軽河岸跡周辺事業を実
施するため、測量、計画作成などの業務を行う。

※ 農産物直売所を新築、売り場面積を拡張、駐車場の
整備。

平成28年第２回臨時会

提出された補正予算１件は、
原案のとおり可決しました

◆会期　10月14日
ピックアップ

議案第66号　
平成28年度潮来市一般会計
補正予算（第３号）

歳入歳出補正予算歳入歳出補正予算

○ 限度額の変更　 合併特例債の限度額、4億2千900万円に1億860万円追加し、
　　　　　　　　5億3千760万円とする

○ 歳入歳出に、それぞれ1億2千162万9千円を追
加し、総額を141億314万8千円とする

地方債補正地方債補正　道の駅いたこ改修工事による変更　道の駅いたこ改修工事による変更

▶財政調整基金繰入金  13,029千円…（歳入歳出調整金）

▶合併特例債 108,600千円…道の駅いたこ改修工事による増額

歳 歳 入　121,629千円入　121,629千円

歳 歳 出　121,629千円出　121,629千円

▶測量委託 4,061千円

▶計画作成業務委託 3,273千円

▶管理委託   2,300千円

▶道の駅いたこ改修設計委託   8,131千円

▶道の駅いたこ改修工事 103,864千円

津軽河岸跡周辺整備事業委託　7,334千円

道の駅いたこ改修委託　114,295千円
＜野菜売場新築後＞＜野菜売場新築後＞
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　本会議の様子をインター
ネットでご覧いただけます
（生放送・録画放送）。
　潮来市議会ホームページ
からご覧ください。

議会インターネット放送を議会インターネット放送を
実施しています実施しています

次回定例会は次回定例会は
11月29日（火）開会予定です11月29日（火）開会予定です

議会傍聴へ議会傍聴へ
　　　お越しください　　　お越しください

　市政等について意見や要望がある場合、請願や陳
情を議会に提出して市政に反映させることができま
す。請願や陳情は、どなたでも（個人、団体）提出
することができます。

【請願】   請願を提出する場合は、請願の内容に賛意を
表す議員（紹介議員）の署名が必要です。提
出された請願は議会で審議し、採択か不採択
かを決めます。 

【陳情】   陳情には紹介議員は必要ありませんが、陳情
の場合は原則として議員配付のみとなり 議会
での審議は行いません。提出された陳情は、
原文のまま印刷し、議員全員へ配布します。

詳しくは議会事務局へお問い合わせください
TEL６３－１１１１（内線３０１）

請願・陳情請願・陳情についてについて
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
一
ヶ
月
を
過
ぎ
ま

し
た
。
八
月
末
か
ら
九
月
に
か
け
て
台
風

の
襲
来
と
秋
雨
前
線
の
停
滞
に
よ
り
、
野

菜
の
高
騰
や
、
米
の
収
穫
を
は
じ
め
、
多

く
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
改
め
て
自
然

に
対
す
る
無
力
さ
を
感
じ
ま
す
。
地
球
温

暖
化
に
よ
り
、
自
然
環
境
は
益
々
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
自
然
を
知
り
、
上
手
に

自
然
と
向
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
思
う

時
、
大
生
原
小
学
校
の
全
校
児
童
が
「
緑

の
少
年
団
」
と
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と

が
全
国
的
に
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
通
し
て

自
然
を
愛
し
、
守
り
、
育
て
る
事
の
大
切

さ
を
学
び 

合
わ
せ
て
友
達
間
の
交
流
、

地
域
と
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
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　全国28市町村149チームが参加、潮来市からは、６月開催
の「水郷潮来シティレガッタ」で上位成績だった５チームが
出場、熱戦を繰り広げました。

熱戦！第25回全国市町村交流レガッタ熱戦！第25回全国市町村交流レガッタ
戸田大会（９/17～18）戸田大会（９/17～18）

なでしこチャポンはなでしこチャポンは
昨年に続き昨年に続き２連覇！２連覇！

B?RTB?RT

全力を尽く
しました！

全力を尽く
しました！

0.09秒差
で４位！

0.09秒差
で４位！

？
　皆様にご愛読いた　皆様にご愛読いた
だいて参りましただいて参りました
「議会だより」「議会だより」のの
名前が変わります！名前が変わります！
　お楽しみに！　お楽しみに！

楽しく！真剣に！楽しく！真剣に！
　たくさんの体験から学んだことを生かし、みんなで
協力しながら、自分たちの周りの自然を守り育ててい
く活動をしています。50年以上続く伝統行事、三世代
での「茶つみ」や、森林での体験活動、「白鳥の里」
での「自然に親しむ会」等を実施するなど、長年の活
動が認められての表彰です。おめでとうございます。

表
紙
説
明

優勝！なでしこちゃぽん（手前）と優勝！なでしこちゃぽん（手前）と
３位のITAKO花組（奥）３位のITAKO花組（奥）

祈って漕ぐだけの会祈って漕ぐだけの会

全力を尽く
しました！

全力を尽く
しました！

　第36回全日本中学選手権大会で
優勝するなど潮来一中と日の出中
のボート部も活躍中です！

私たちも頑張っています！

潮来市議会ボート部潮来市議会ボート部

第

私私
注目
！

注目
！

お知らせお知らせ


